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３
日
間
で
１
万
３
千
人
が
受
験

A
日
程
入
学
試
験
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き
は
留
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
▼
こ
の
情
報
戦

に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
投
稿
は
、
日
本
語
で
も

行
わ
れ
て
い
る
。
虚
偽
報
道
や
デ
マ
は
、
戦
争
や

大
規
模
災
害
、
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
の
非
常
時
に
限
ら

ず
日
常
で
も
発
生
し
て
い
る
。
重
要
な
の
は
、
情

報
を
安
易
に
鵜
呑
み
に
せ
ず
、
慎
重
に
判
断
す

る
こ
と
だ
ろ
う
▼
検
索
サ
イ
ト
や
S
N
S
な
ど

は
、
利
用
者
の
検
索
・
閲
覧
履
歴
な
ど
か
ら
、
個

人
の
志
向
に
最
適
化
し
た
情
報
を
表
示
す
る
。
結

果
、
ま
る
で
「
泡
」
に
包
ま
れ
た
よ
う
に″
好
み

の
情
報
〞
で
他
の
情
報
が
遮
断
さ
れ
る
バ
ブ
ル
フ

ィ
ル
タ
ー
と
い
う
状
態
や
極
端
な
思
考
の
先
鋭
化

が
問
題
に
な
っ
て
い
る
▼
ツ
ー
ル
が
発
達
し
、
情

報
が
氾
濫
す
る
か
ら
こ
そ
、
た
ま
に
は
紙
の
新
聞

を
読
ん
で
み
る
、
他
者
と
意
見
を
交
換
す
る
機
会

を
大
切
に
す
る
な
ど
、
他
人
の
捉
え
方
に
ふ
れ
る

機
会
を
大
事
に
し
た
い
。

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
開
始
か

ら
２
月
24
日
で
１
年
に
な
る
。
こ
の
紛
争
は
、
私

た
ち
に
も
決
し
て
無
関
係
な
話
で
は
な
い
の
は
ご

存
知
の
通
り
だ
▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
S
N
S

も
戦
場
の
一
つ
と
し
て
「
情
報
戦
」
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
A
I
技
術
に
よ
る
偽
動
画
や
写
真
な
ど

の
巧
妙
な
偽
造
手
段
も
投
入
さ
れ
て
い
る
。
自
国

に
有
利
な
国
内
外
の
世
論
や
支
持
を
獲
得
す
る
た

め
だ
▼
侵
攻
開
始
以
来
、
発
信
さ
れ
た
情
報
の
真

偽
を
検
証
す
る
N
G
O
の
活
動
が
注
目
さ
れ
て

い
る
。
一
方
で
、「″
フ
ェ
イ
ク
と
断
定
し
た
検
証

結
果
〞
こ
そ
が
フ
ェ
イ
ク
だ
」
と
し
て
否
定
す
る

サ
イ
ト
や
、
そ
の
サ
イ
ト
の
反
論
根
拠
を
さ
ら
に

検
証
す
る
サ
イ
ト
な
ど
、
情
報
の
真
偽
を
巡
る
動

き
さ
ら
ぎ
の

　
斑ハ

タ

レ雪
の
如
し
―
。

し
づ
か
な
る
微エ

マ

ヒ笑
の
後
を

　
心
と
け
來
る

 
（「
倭
を
ぐ
な
」）

 
釈
　
迢
空

「
淡
雪
の
辻
」

４
・
５
面
に
関
連
記
事

　

小
・
中
学
校
の
教
員
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
文
部

科
学
省
が
令
和
４
年
１
月
に
公
表
し
た
「『
教
師
不
足
』

に
関
す
る
実
態
調
査
」
に
よ
る
と
、
令
和
３
年
度
の
始
業

日
時
点
で
の
公
立
の
小
・
中
学
校
教
師
の
不
足
人
数
は
２

０
８
６
人
で
不
足
率
は
０
・
35
％
だ
っ
た
。
そ
の
背
景
に

つ
い
て
、
経
済
学
部
経
営
学
科
の
辻
和
洋
助
教
は
「
平
成

25
年
ご
ろ
か
ら
教
員
採
用
試
験
の
受
験
者
数
が
年
々
減
っ

て
お
り
、
令
和
３
年
度
の
公
立
小
学
校
教
員
採
用
倍
率
が

過
去
最
低
の
２
・
６
倍
に
な

る
な
ど
、
教
員
を
目
指
す
若

者
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が

あ
る
」
と
話
す
。

　

辻
助
教
は
、
立
教
大
学
経
営
学
部
の
中
原
淳
教
授
ら
と

共
同
で
、『
デ
ー
タ
か
ら
考
え
る
教
師
の
働
き
方
入
門
』

（
毎
日
新
聞
出
版
、
平
成
31
年
）
を
出
版
し
た
。
こ
の
本

は
、
横
浜
市
と
の
共
同
研
究
で
平
成
29
年
に
実
施
し
た

「
教
員
の
『
働
き
方
』
や
『
意
識
』
に
関
す
る
質
問
紙
調

査
」
の
デ
ー
タ
な
ど
を
も
と
に
、
教
員
の
働
き
方
の
実
態

と
、
そ
の
解
決
策
を
考
察
し
た
。

　

そ
の
中
で
浮
き
彫
り
に
し
た
教
員
の
働
き
方
に
つ
い

て
、
辻
助
教
は
「
学
校
の
授
業
だ
け
で
な
く
、
通
学
路
の

見
回
り
や
地
域
行
事
の
あ
い
さ
つ
回
り
な
ど
福
祉
業
務
と

呼
ば
れ
る
仕
事
ま
で
担
っ
て
お
り
、
過
労
死
ラ
イ
ン
ま
で

長
時
間
労
働
を
強
い
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
珍
し
く
な

い
。
ま
た
、
先
生
が
子
育
て
世
代
に
な
っ
て
も
、
自
分
の

子
ど
も
の
ケ
ア
を
す
る
時
間
も
な
い
」
と
話
す
。

　

少
子
高
齢
化
や
そ
れ
に
伴
う
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が

日
本
社
会
の
持
続
可
能
性
を
危
う
く
す
る
中
で
、
日
本
企

業
や
団
体
の
働
き
方
改
革
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
る
。

仕
事
一
筋
の
人
生
に
価
値
観
を
見
い
だ
さ
な
い
若
者
た
ち

が
増
え
る
中
で
、
小
・
中
学
校
が
魅
力
あ
る
職
場
と
し
て

映
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

「
教
育
へ
の
熱
意
は
あ
っ
て
も
、
先
生
た
ち
が
疲
れ
切

り
、
笑
顔
が
消
え
て
し
ま
っ
た
ら
、
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
学
び
は
ど
う
な
る
の
か
」。
学
校
現
場
の
働
き
方

の
現
状
を
知
れ
ば
、
保
護
者
は
不
安
に
な
ら
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
。

　

教
育
現
場
の
働
き
方
改
革
は
教
員
の
努
力
だ
け
で
は
解

決
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
辻
助
教
は
関
係
者
同
士
が
話
し

合
い
の
場
を
持
つ
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
る
。「
学
校
、

家
庭
、
地
域
社
会
が
一
つ
の
船
に
乗
り
、
子
ど
も
た
ち
の

教
育
の
向
上
の
た
め
に
一
緒
に
漕
ぎ
出
さ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
」

　

国
学
院
大
学
の
一
般
選
抜
入
学
試
験
で
あ
る

A
日
程
入
学
試
験
が
２
月
２
日
か
ら
４
日
ま
で

の
３
日
間
で
実
施
さ
れ
た
。
受
験
生
は
約
１
万
３

０
０
０
人
で
、
昨
年
度
か
ら
約
７
０
０
人
増
加
し

た
。

　

試
験
は
本
学
の
渋
谷
・
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
両
キ
ャ

ン
パ
ス
に
加
え
、
８
都
市
（
札
幌
、
仙
台
、
新

潟
、
長
野
、
静
岡
、
名
古
屋
、
大
阪
、
福
岡
）
と

青
山
学
院
大
学
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
会
場
を
設

け
実
施
し
た
。
各
会
場
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
予
防
と
し
て
、
マ
ス
ク
の
着
用
や
手

指
消
毒
な
ど
を
呼
び
か
け
た
ほ
か
、
教
室
も
休
憩

時
間
に
定
期
的
な
換
気
を
行
う
な
ど
の
対
策
が
と

ら
れ
た
。

　

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
会
場
で
は
、
到
着
し
た
受
験

生
た
ち
が
試
験
会
場
入
り
口
の
掲
示
板
で
自
身
の

受
験
教
室
を
確
認
す
る
と
、
緊
張
し
た
面
持
ち
で

そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
に
進
ん
で
い
っ
た
。
ま
た
、
付

き
添
い
で
訪
れ
た
保
護
者
ら
が
エ
ー
ル
を
送
る
様

子
や
、
見
送
っ
た
後
に
神
殿
を
参
拝
し
、
合
格
を

祈
願
す
る
姿
も
見
受
け
ら
れ
た
。

　

試
験
は
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
終
了
し
、
15

日
に
は
合
格
発
表
が
行
わ
れ
た
。
本
学
の
後
期
一

般
選
抜
入
学
試
験
で
あ
る
B
日
程
は
、
３
月
２

日
に
渋
谷
・
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実

施
さ
れ
る
。

教師の働き方改革家 庭 地 域学 校 で考える
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科目 補正予算 予算 増減

特
別
収
支

事業活動
収入の部

資産売却差額 0 0 0
雑収入 0 0 0
その他の特別収入 31 55 △ 24
特別収入計 31 55 △ 24

事業活動
支出の部

資産処分差額 3 0 3
その他の特別支出 0 0 0
特別支出計 3 0 3

特別収支差額 28 55 △ 27
［予備費］ 309 309 0
基本金組入前当年度収支差額 148 55 93
基本金組入額合計 ※△ 1,525 △ 1,431 △ 94
当年度収支差額 △ 1,377 △ 1,376 △ 1
前年度繰越収支差額 △ 9,356 △ 12,446
基本金取崩額 2 0
翌年度繰越収支差額 △ 10,731 △ 13,822
（参考）
　事業活動収入計 18,920 18,307 613
　事業活動支出計 18,772 18,252 520

※■第１号基本金…12億2500万円
　　教育の質向上のために取得した固定資産の価格
　■第２号基本金…３億円
　　教育の質向上のために将来取得する固定資産取得に充てるもの

科目 補正予算 予算 増減

教
育
活
動
収
支

事業活動
収入の部

学生生徒等納付金 14,214 13,891 323
手数料 697 733 △ 36
寄付金 283 261 22
経常費等補助金 2,810 2,612 198
付随事業収入 169 106 63
雑収入 535 478 57
教育活動収入計 18,708 18,081 627

事業活動
支出の部

人件費 10,473 10,297 176
教育研究経費 6,495 6,228 267
管理経費 1,482 1,412 70
教育活動支出計 18,450 17,937 513

教育活動収支差額 258 144 114

教
育
活
動
外
収
支

事業活動
収入の部

受取利息・配当金 180 172 8
その他の教育活動外収入 0 0 0
教育活動外収入計 180 172 8

事業活動
支出の部

借入金等利息 9 7 2
その他の教育活動外支出 0 0 0
教育活動外支出計 9 7 2

教育活動外収支差額 171 165 6
経常収支差額 429 309 120

事業活動収支補正予算書　令和４年４月１日から令和５年３月31日まで （単位：百万円）

収入の部
科目 補正予算 予算 増減

学生生徒等納付金収入 14,214 13,891 323
手数料収入 697 733 △ 36
寄付金収入 287 293 △ 6
補助金収入 2,828 2,627 201
資産売却収入 0 0 0
付随事業・収益事業収入 170 106 64
受取利息・配当金収入 180 172 8
雑収入 535 478 57
借入金等収入 501 501 0
前受金収入 2,913 2,702 211
その他の収入 1,517 1,297 220
資金収入調整勘定 △ 3,356 △ 2,904 △ 452
当年度収入合計 20,486 19,896 590
前年度繰越支払資金 9,605 8,069 1,536
収入の部合計 30,091 27,965 2,126

支出の部
科目 補正予算 予算 増減

人件費支出 10,455 10,250 205
教育研究経費支出 4,539 4,257 282
管理経費支出 1,362 1,292 70
借入金等利息支出 9 7 2
借入金等返済支出 1,245 645 600
施設関係支出 237 191 46
設備関係支出 342 397 △ 55
資産運用支出 2,657 2,806 △ 149
その他の支出 412 421 △ 9
予備費 309 309 0
資金支出調整勘定 △ 325 △ 318 △ 7
当年度支出合計 21,242 20,257 985
翌年度繰越支払資金 8,849 7,708 1,141
支出の部合計 30,091 27,965 2,126

資金収支補正予算書　令和４年４月１日から令和５年３月31日まで （単位：百万円）
　

令
和
４
年
度
学
校
法
人
国
学
院
大
学
補

正
予
算
は
、
１
月
26
日
の
理
事
会
・
評
議

員
会
で
承
認
、
成
立
し
た
。

◇
資
金
収
支
補
正
予
算

　

資
金
収
支
予
算
は
、
会
計
年
度
中
の
す

べ
て
の
収
入
お
よ
び
支
出
の
内
容
と
支
払

資
金
の
顛て

ん

末ま
つ

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

　

令
和
４
年
度
補
正
予
算
総
額
は
３
０
０

億
９
１
０
０
万
円
で
、
当
初
予
算
額
対
比

21
億
２
６
０
０
万
円
の
増
額
と
な
っ
た
。

収
入
面
で
は
学
費
等
納
付
金
収
入
の
増
収

を
見
込
む
ほ
か
、
支
出
面
で
は
大
学
部
門

で
借
入
金
を
繰
り
上
げ
返
済
し
た
こ
と
に

よ
り
、
借
入
金
等
返
済
支
出
が
増
額
と
な

る
見
込
み
で
あ
る
。

◇
事
業
活
動
収
支
補
正
予
算

　

事
業
活
動
収
支
予
算
は
、
①
教
育
活
動

　

②
教
育
活
動
以
外
の
経
常
的
な
活
動　

③ 

①
②
以
外
の
活
動
、
以
上
３
つ
の
事

業
活
動
収
支
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
当
該
会
計
年
度
に
お
い
て
基
本

金
に
組
み
入
れ
る
額
を
控
除
し
た
、
当
該

会
計
年
度
の
諸
活
動
に
対
応
す
る
す
べ
て

の
事
業
活
動
お
よ
び
事
業
活
動
支
出
の
均

衡
の
状
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

　

本
補
正
予
算
に
お
い
て
は
、
基
本
金
組

入
前
当
年
度
収
支
差
額
は
１
億
４
８
０
０

万
円
の
収
入
超
過
、
翌
年
度
繰
越
収
支
差

額
は
１
０
７
億
３
１
０
０
万
円
の
支
出
超

過
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

詳
細
は
、
学
校
法
人
国
学
院
大
学
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。

 

（
財
務
部
経
理
課
）

令
和
４
年
度 

補
正
予
算
成
立

　

久
我
建
通
が
皇
典
講
究
所
黎
明

期
の
難
局
に
立
ち
向
か
っ
た
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、

江
戸
後
期
の
朝
廷
社
会
を
生
き
た

公
家
と
し
て
の
彼
の
一
面
に
は
、

あ
ま
り
注
意
が
向
け
ら
れ
て
い
な

い
。
例
え
ば
、
伊
勢
神
宮
を
は
じ

め
と
し
た
主
要
神
社
の
祭
使
と
し

て
の
発
遣
や
祭
儀
へ
の
参
仕
、
ま

た
上
卿
と
し
て
の
関
与
な
ど
が
あ

る
が
、
な
か
で
も
石
清
水
八
幡
宮

関
係
の
そ
れ
は
興
味
深
い
。

　

い
ま
『
公
卿
補
任
』
や
『
孝
明

天
皇
紀
』
な
ど
か
ら
確
認
さ
れ
る

建
通
の
勤
仕
に
は
、

▼ 

臨
時
祭
の
参
仕
（
天
保
６
年
、

天
保
10
年
、
弘
化
２
〈
１
８
４

５
〉
年
）

▼ 

放
生
会
の
上
卿
（
天
保
６
年
、

嘉
永
４
〈
１
８
５
１
〉
年
、
安

政
２
年
）

▼ 

大
嘗
祭
由
奉
幣
の
奉
幣
使
（
嘉

永
元
〈
１
８
４
８
〉
年
）

▼ 

正
遷
宮
日
時
定
上
卿
（
安
政
６

年
）

な
ど
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
石
清
水
八
幡
宮
あ

る
い
は
八
幡
神
と
い
う
と
、
源
頼

朝
を
輩
出
し
た
清
和
源
氏
と
の
繫

が
り
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
の
で
は

な
い
か
。
や
や
も
す
れ
ば
武
神
へ

の
連
想
も
相あ

い

俟ま

っ
て
、
八
幡
神
は

い
わ
ゆ
る
武
家
源
氏
だ
け
に
縁
あ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ

る
。
そ
れ
は
恐
ら
く
、
源
義
家

（
源
頼
朝
高
祖
父
）
が
石
清
水
八

幡
宮
の
社
頭
で
元
服
し
、「
八
幡

太
郎
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
に
起
因

す
る
の
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
本
来
、
八
幡
宮
と
い

う
神
社
は
、
源
頼
信
・
義
家
父
子

が
関
係
す
る
以
前
か
ら
、
す
で
に

源
氏
全
体
（
公
家
源
氏
諸
流
）
に

共
通
の
氏
神
と
し
て
崇
敬
を
集
め

て
い
た
。
清
和
源
氏
の
専
売
特
許

で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
は
、
後

世
、
清
和
源
氏
が
勢
を
得
る
に
お

よ
ん
で
そ
の
よ
う
に
考
え
る
に
至

っ
た
も
の
で
あ
る
。
事
実
、
平
安

中
期
の
源
高
明
の
故
実
書
『
西
宮

記
』
や
同
じ
く
平
安
後
期
随
一
の

学
者
で
大
江
匡
房
に
よ
る
『
江
家

次
第
』
で
は
、
神
社
奉
幣
に
つ
い

て
「（
石
清
水
へ
の
奉
幣
使
は
）

源
氏
中
の
四
位
の
者
」
が
勤
め
る

べ
き
旨
を
明
記
す
る
。
他
氏
出
身

の
人
物
が
起
用
さ
れ
る
の
は
、
四

位
の
源
氏
の
す
べ
て
に
起
用
し
得

な
い
事
情
が
あ
る
と
き
に
限
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
り
、
石
清
水
八
幡

宮
へ
の
使
は「
源
氏
」で
あ
る
こ
と

が
常
識
だ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　

閑
話
休
題
。
既
述
（
令
和
５
年

１
月
号
参
照
）
の
と
お
り
、
建
通

の
も
と
も
と
の
出
自
は
一
条
家
、

す
な
わ
ち
藤
原
氏
の
出
身
で
あ

る
。
石
清
水
八
幡
宮
の
年
中
諸
祭

儀
の
な
か
で
も
格
別
に
重
視
さ
れ

る
臨
時
祭
や
放
生
会
へ
の
参
仕

や
、
と
く
に
嘉
永
元
年
の
大
嘗
祭

で
由
奉
幣
の
奉
幣
使
と
な
っ
た
こ

と
は
、
村
上
源
氏
嫡
流
・
久
我
家

の
人
間
と
し
て
建
通
の
面
目
躍
如

で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

す
る
と
、
石
清
水
八
幡
宮
へ
の

奉
幣
使
発
遣
が
源
氏
の
人
び
と
か

ら
と
り
わ
け
重
く
み
ら
れ
て
い
た

こ
と
、
同
宮
が
彼
ら
の
精
神
的
紐

帯
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
念
頭
に

お
く
な
ら
ば
、
久
我
家
へ
の
養
子

入
り
の
時
期
は
未
詳
と
い
っ
た
け

れ
ど
同
宮
へ
の
建
通
の
参
仕
や

発
遣
の
始
期
、
つ
ま
り
天
保
６

（
1
8
3
5
）
年
（
21
歳
）ご
ろ

こ
そ
が
、そ
の
時
期
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

研
究
開
発
推
進
機
構

　
助
教
（
特
別
専
任
） 

比
企
貴
之

久我建通

石清水八幡宮本殿

久
我
建
通
と
源
氏
の
紐
帯 

　
　
後
編

第

回
50
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組
み
や
す
い
。
学
校
の
先
生
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
を
持
っ
て
い

て
、
ど
う
し
て
も
一
国
一
城
主
と

し
て
の
働
き
方
に
な
り
、
教
材
や

情
報
を
共
有
し
な
い
ケ
ー
ス
が
多

い
。
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
質
が

落
ち
な
い
と
思
え
る
と
こ
ろ
は
、

先
生
同
士
で
の
情
報
共
有
を
積
極

的
に
行
い
な
が
ら
、
効
率
化
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
。
ま

た
、
細
か
い
部
分
に
な
る
が
、
机

の
上
を
整
理
整
頓
す
る
こ
と
や
デ

ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
こ
と
な
ど
、

作
業
し
や
す
い
仕
掛
け
を
作
っ
て

い
く
と
、
生
産
性
が
上
が
る
。
例

え
ば
こ
れ
ま
で
10
分
か
か
っ
た
作

業
が
９
分
に
な
る
。
細
か
い
作
業

の
効
率
化
に
よ
る
１
分
短
縮
の
積

み
重
ね
が
、
意
外
と
大
き
な
時
間

に
な
る
。

　

こ
の
３
つ
の
方
法
の
ほ
か
に
、

例
え
る
な
ら
漢
方
薬
に
よ
る
体
質

改
善
の
よ
う
に
、
職
場
の
雰
囲
気

を
変
え
て
い
く
こ
と
も
重
要
だ
。

ま
ず
は
、
教
職
員
が
働
き
方
に
つ

い
て
職
場
で
対
話
し
て
み
る
と
良

い
。
民
間
企
業
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
取
り
組
む
際
の
チ
ー
ム
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
考
え
方
と
同
じ
だ
。
多

く
の
組
織
で
は
、
成
果
に
対
し
て

振
り
返
る
機
会
を
持
つ
が
、
チ
ー

ム
の
状
態
が
ど
う
な
の
か
を
話
す

機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
教
職
員

の
職
場
の
状
態
が
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
、
若
手
の
先
生
だ
け
に
業

務
が
偏
っ
て
い
な
い
か
、
ベ
テ
ラ

ン
の
先
生
だ
け
が
意
見
を
述
べ
て

は
い
な
い
か
、
校
長
先
生
の
ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
だ
け
で
物
事
が
決
ま
っ

て
い
な
い
か
な
ど
、
メ
ン
バ
ー
の

問
題
意
識
や
意
思
決
定
の
プ
ロ
セ

ス
に
つ
い
て
忌き

憚たん
の
な
い
意
見
を

交
換
す
る
。
客
観
的
な
デ
ー
タ
を

用
い
な
が
ら
話
す
と
対
話
が
深
ま

る
。
職
場
の
状
態
に
意
識
を
向
け

て
い
く
こ
と
で
、
結
束
力
の
強
い

職
場
の
チ
ー
ム
を
作
り
上
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
他
の
先

生
に
頼
み
事
を
し
や
す
く
な
っ
た

り
、
子
育
て
世
代
の
先
生
た
ち
は

自
分
の
子
ど
も
の
お
迎
え
な
ど
の

た
め
に
早
く
帰
り
や
す
く
な
っ
た

り
す
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
対
話

の
取
り
組
み
を
行
っ
た
小
学
校
の

先
生
の
一
人
が
「
学
校
で
の
働
く

意
識
が
変
わ
っ
て
時
間
が
生
ま

れ
、
土
日
の
ど
ち
ら
か
は
美
味
し

い
も
の
を
食
べ
に
行
け
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
の
が
印

象
的
だ
っ
た
。

　

文
部
科
学
省
や
教
育
委
員
会
に

よ
る
予
算
措
置
や
制
度
改
正
は
重

要
だ
が
、
大
事
な
の
は
先
生
た
ち

の
働
き
方
は
先
生
た
ち
が
決
め
て

い
く
こ
と
。
現
場
の
先
生
た
ち
が

腹
落
ち
し
て
、
同
じ
方
向
を
向
い

て
進
ま
な
い
と
、
働
き
方
改
革
は

形
が
い
化
す
る
も
の
だ
。

　

経
済
学
部
経
営
学
科
の
辻
和
洋

助
教
ら
が
著
書
『
デ
ー
タ
か
ら
考

え
る
教
師
の
働
き
方
入
門
』（
毎

日
新
聞
出
版
、
平
成
31
年
）
で
取

り
上
げ
た
の
は
、
過
労
死
ラ
イ
ン

を
超
え
て
ま
で
働
く
小
・
中
学
校

の
教
員
た
ち
の
職
場
の
実
態
だ
。

子
ど
も
た
ち
の
教
育
の
向
上
が
ま

す
ま
す
必
要
と
さ
れ
る
中
で
、
教

育
現
場
の
主
役
と
な
る
べ
き
教
員

た
ち
の
働
き
方
改
革
の
重
要
性
が

高
ま
っ
て
い
る
。

　

横
浜
市
と
の
共
同
研
究
で
平
成

29
年
に
実
施
し
た
「
教
員
の
『
働

き
方
』
や
『
意
識
』
に
関
す
る
質

問
紙
調
査
」
に
よ
る
と
、
教
員
の

労
働
時
間
は
、
直
近
３
日
間
の
平

均
で
１
日
当
た
り
11
時
間
42
分
だ

っ
た
。
ま
た
、
１
日
当
た
り
の
労

働
時
間
が
12
時
間
以
上
の
教
員

は
、
全
体
の
42
・
０
％
だ
っ
た
。

　

育
児
・
介
護
に
つ
い
て
は
、
教

員
の
中
で
約
２
割
（
22
・
３
％
）

が
未
就
学
児
の
子
育
て
を
し
て
い

て
、
約
１
割
（
９
・
８
％
）
の
教

員
が
介
護
を
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。

　

仕
事
を
行
う
上
で
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
て
い
る
教
員
の
割
合
は
78
・

７
％
と
約
８
割
に
上
る
。
ま
た
、

健
康
に
不
安
の
あ
る
教
員
の
割
合

は
51
・
１
％
と
半
数
を
超
え
て
い

る
。
こ
う
し
た
結
果
と
長
時
間
労

働
と
の
関
係
を
見
て
い
く
と
、
長

時
間
労
働
を
し
て
い
る
教
員
ほ

ど
、
ス
ト
レ
ス
や
健
康
へ
の
不
安

を
抱
え
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ

た
。

　

働
き
方
に
関
す
る
意
識
に
つ
い

て
は
、「
時
間
外
業
務
を
減
ら
し

た
い
」
と
思
っ
て
い
る
割
合
は
、

教
員
で
は
82
・
９
％
、
校
長
で
は

79
・
３
％
だ
っ
た
。
時
間
外
労
働

を
減
ら
す
こ
と
に
罪
悪
感
や
た
め

ら
い
を
感
じ
て
い
る
割
合
は
、
教

員
が
36
・
６
％
、
校
長
が
28
・
５

％
だ
っ
た
。

　

「
業
務
改
善
を
行
っ
て
い
き
た

い
」
と
い
う
意
識
に
つ
い
て
は
、

教
員
、
校
長
と
も
に
高
く
、
と
く

に
校
長
の
「
積
極
的
に
や
っ
て
い

き
た
い
」
と
い
う
回
答
の
割
合
は

48
・
３
％
だ
っ
た
。
一
方
で
、

「
必
要
性
は
感
じ
る
が
、
あ
き
ら

め
て
い
る
」
と
回
答
し
た
割
合

は
、
教
員
で
18
・
３
％
、
校
長
で

３
・
４
％
と
な
っ
た
。

　

同
調
査
で
は
、「
仕
事
に
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
る
か
」
も
質
問

し
た
。
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る

と
答
え
た
教
員
の
割
合
は
78
・
２

％
と
約
８
割
に
上
る
高
い
比
率
だ

っ
た
。
そ
れ
だ
け
多
く
の
教
員

が
、
熱
意
を
も
っ
て
教
壇
に
た

ち
、
児
童
・
生
徒
の
学
び
を
支
え

て
い
る
。
先
生
と
い
う
仕
事
の
や

り
が
い
と
、
実
際
の
働
き
方
の
ギ

ャ
ッ
プ
―
こ
の
解
消
の
た
め
に
も

働
き
方
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　

教
員
の
働
き
方
改
革
を
ど
う
進

め
た
ら
い
い
の
か
。
辻
助
教
に
聞

い
た
。

―
―
長
時
間
労
働
に
な
っ
て
し
ま

う
原
因
は
何
か

　

「
小
・
中
学
校
の
先
生
た
ち
の

仕
事
は
何
で
す
か
？
」
と
尋
ね
る

と
、
多
く
の
人
か
ら
「
児
童
・
生

徒
た
ち
に
授
業
を
す
る
こ
と
」
と

い
う
回
答
が
返
っ
て
く
る
が
、
実

は
そ
れ
は
先
生
の
業
務
の
ご
く
一

部
に
過
ぎ
な
い
。
先
生
た
ち
は
学

校
の
通
学
路
の
点
検
や
地
域
行
事

の
あ
い
さ
つ
回
り
、
夏
祭
り
の
見

回
り
な
ど
の
福
祉
業
務
と
い
わ
れ

る
領
域
ま
で
担
っ
て
い
る
。
中
学

校
の
場
合
は
、
部
活
動
に
ま
で
幅

が
広
が
る
。
諸
外
国
に
は
、
こ
こ

ま
で
広
い
業
務
範
囲
を
先
生
に
負

わ
せ
て
い
る
国
は
見
当
た
ら
な

い
。
日
本
の
先
生
た
ち
は
、
教
材

研
究
な
ど
自
分
の
た
め
に
使
う
時

間
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ラ
ン
チ
も

ゆ
っ
く
り
食
べ
ら
れ
な
い
。
放
課

後
ま
で
の
授
業
時
間
帯
で
い
え

ば
、
児
童
の
安
全
管
理
が
求
め
ら

れ
る
小
学
校
の
先
生
は
か
な
り
深

刻
だ
。
児
童
か
ら
目
を
離
せ
な
い

の
で
、
ト
イ
レ
に
行
く
時
間
す
ら

な
く
、
膀
胱
炎
や
腎
機
能
の
障
害

を
伴
う
病
気
に
な
る
先
生
も
少
な

か
ら
ず
い
る
と
い
う
。
日
本
で

は
、
地
域
住
民
や
保
護
者
か
ら
の

先
生
に
対
す
る
期
待
が
大
き
い
と

い
う
現
状
が
あ
る
。「
通
学
路
で

生
徒
が
た
む
ろ
し
て
い
る
」「
ハ

チ
の
巣
が
落
ち
て
い
る
か
ら
除
去

し
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
困
り
ご
と
を
と
り
あ
え
ず
学
校

に
電
話
す
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
あ

る
と
聞
く
。
そ
の
結
果
、
先
生
た

ち
は
授
業
準
備
や
教
材
研
究
の
時

間
が
十
分
に
取
れ
な
く
な
り
、
児

童
・
生
徒
た
ち
の
学
び
の
質
が
落

ち
て
い
く
と
い
う
状
況
に
陥
っ
て

い
る
。

―
―
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
、
民

間
企
業
と
の
考
え
方
の
違
い
は

　

教
育
界
で
も
働
き
方
改
革
を
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
。
産
業
界
で

は
コ
ス
ト
を
強
く
意
識
す
る
が
、

教
育
界
で
は
コ
ス
ト
意
識
が
ほ
と

ん
ど
な
い
。
民
間
企
業
に
は
所
定

の
労
働
時
間
が
あ
り
、
そ
れ
を
超

え
る
時
間
は
残
業
で
あ
り
、
残
業

代
が
上
乗
せ
さ
れ
る
。
経
営
側

は
、
残
業
が
増
え
る
と
、
コ
ス
ト

増
の
要
因
に
な
る
こ
と
を
認
識
し

て
い
る
。
管
理
職
は
、
部
下
た
ち

の
残
業
時
間
を
把
握
し
、
残
業
が

多
い
と
人
件
費
が
上
昇
す
る
と
い

う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
こ
れ
に
対
し
、
学
校
で
は
こ

う
し
た
意
識
が
乏
し
く
働
き
放
題

に
な
っ
て
い
る
。
背
景
に
は
、

「
給
特
法
（
公
立
学
校
の
教
員
を

対
象
に
、
労
働
基
準
法
と
は
異
な

る
時
間
外
勤
務
に
関
す
る
特
殊
ル

ー
ル
を
定
め
た
法
律
）
」
の
存
在

が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
も

う
一
つ
は
、
先
生
た
ち
の
使
命
感

だ
。
子
ど
も
の
未
来
・
将
来
を
担

っ
て
い
る
と
い
う
職
業
倫
理
が
あ

り
、
自
分
の
心
身
の
健
康
の
た
め

に
、
効
率
的
に
働
こ
う
と
い
う
意

識
が
生
ま
れ
に
く
い
。
使
命
感
が

強
い
ほ
ど
、
惜
し
み
な
く
子
ど
も

た
ち
に
手
を
か
け
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
強
く
な
る
。
教
育
に
か
け

る
時
間
が
長
い
ほ
ど
、
質
も
高
ま

っ
て
い
く
と
い
う
比
例
関
係
が
成

り
立
つ
と
思
い
込
み
、
犠
牲
心
が

働
き
や
す
い
。

―
―
教
員
の
働
き
方
改
革
は
な

ぜ
、
喫
緊
の
課
題
な
の
か

　

長
時
間
労
働
に
よ
っ
て
、
先
生

た
ち
の
心
身
の
健
康
が
失
わ
れ
れ

ば
、
子
ど
も
た
ち
に
良
い
教
育
が

で
き
な
く
な
る
恐
れ
も
あ
る
。
先

生
た
ち
が
使
命
感
を
も
っ
て
、
一

生
懸
命
教
育
に
取
り
組
む
こ
と
は

大
切
な
こ
と
だ
が
、
そ
れ
は
持
続

可
能
な
範
囲
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
長
時
間
労
働
で
先
生
が
体
を

壊
し
た
り
、
メ
ン
タ
ル
を
壊
し
た

り
し
た
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
良
い

影
響
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
無
尽
蔵
に
働
い
て
、
疲
れ
て

い
る
先
生
た
ち
に
教
わ
っ
た
子
ど

も
た
ち
が
、「
大
人
に
な
っ
た
ら

こ
う
い
う
働
き
方
を
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
か
」「
長
時
間
働
く

こ
と
が
美
徳
な
の
か
」
と
感
じ
、

働
き
方
自
体
の
価
値
観
形
成
に
与

え
る
影
響
も
、
少
な
か
ら
ず
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。
人
生
1
0
0
年

時
代
と
な
り
、「
仕
事
だ
け
に
没

頭
す
る
こ
と
は
持
続
可
能
な
の

か
」
と
問
う
必
要
が
あ
る
。
人
員

を
増
や
し
、
先
生
の
負
担
を
軽
減

さ
せ
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ

が
、
先
生
た
ち
も
中
長
期
的
な
視

点
に
立
っ
て
働
き
方
に
関
す
る
考

え
方
や
意
識
を
変
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
長
時
間
労
働
を
当
た
り
前

と
す
る
価
値
観
の
継
承
を
断
ち
切

ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

―
―
教
員
の
働
き
方
改
革
を
進
め

る
方
法
は

　

「
カ
ッ
ト
」
と
「
キ
ャ
ッ
プ
」

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

「
カ
ッ
ト
」
と
は
、
行
事
の
精

選
な
ど
業
務
自
体
を
や
め
る
こ
と

で
、
こ
れ
は
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
効

果
が
高
ま
る
。
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

や
合
宿
な
ど
、
今
の
学
校
行
事
は

膨
ら
み
が
ち
に
な
っ
て
い
る
。
先

生
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
思
い
を
込
め

て
い
る
行
事
が
違
っ
て
い
て
、
良

い
学
び
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て

い
る
先
生
も
い
れ
ば
、
そ
う
感
じ

て
い
な
い
先
生
も
い
る
。
す
り
合

わ
せ
る
の
は
難
し
い
が
、
前
例
踏

襲
の
ま
ま
続
け
る
の
で
は
な
く
、

議
論
の
俎そ

上じょ
うに
載
せ
て
、
教
職

員
み
ん
な
で
対
話
し
て
み
る
こ
と

が
大
事
だ
。「
キ
ャ
ッ
プ
」
は
時

間
を
制
限
す
る
こ
と
。
例
え
ば
、

会
議
は
終
了
時
間
を
決
め
て
か
ら

行
う
と
、
だ
ら
だ
ら
と
続
く
こ
と

を
防
げ
る
。
た
だ
、
時
間
の
制
限

を
か
け
る
こ
と
は
比
較
的
効
果
が

高
い
が
、
業
務
量
を
全
く
変
え
ず

に
時
間
を
制
限
し
て
し
ま
う
と
、

教
員
に
ス
ト
レ
ス
が
か
か
る
。
定

時
退
勤
日
を
決
め
て
も
、
業
務
量

が
減
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
結
局

は
仕
事
の
持
ち
帰
り
が
多
く
な

る
。
時
間
を
制
限
す
る
な
ら
、

業
務
も
精
選
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。「
カ
ッ
ト
」
と
「
キ
ャ
ッ
プ
」

の
組
み
合
わ
せ
を
考
え
な
が
ら
改

善
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
。

―
―
そ
の
他
に
は
ど
の
よ
う
な
方

法
が
あ
る
の
か

　

３
つ
目
の
方
法
と
し
て
は
「
効

率
化
」
が
あ
り
、「
カ
ッ
ト
」
や

「
キ
ャ
ッ
プ
」
と
比
べ
る
と
取
り

働
き
方
改
革
で
熱
意
と
教
育
の
質
の
持
続
を

デ
ー
タ
が
表
す
学
校
現
場
の
実
態

78.2%
やりがいを感じている

78.7%
ストレスを感じている

51.1%
健康に不安がある

82.9%
時間外業務を減らしたい
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教師の働き方改革

家 庭 地 域学 校 の

協力が鍵

組
み
や
す
い
。
学
校
の
先
生
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
を
持
っ
て
い

て
、
ど
う
し
て
も
一
国
一
城
主
と

し
て
の
働
き
方
に
な
り
、
教
材
や

情
報
を
共
有
し
な
い
ケ
ー
ス
が
多

い
。
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
質
が

落
ち
な
い
と
思
え
る
と
こ
ろ
は
、

先
生
同
士
で
の
情
報
共
有
を
積
極

的
に
行
い
な
が
ら
、
効
率
化
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
。
ま

た
、
細
か
い
部
分
に
な
る
が
、
机

の
上
を
整
理
整
頓
す
る
こ
と
や
デ

ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
こ
と
な
ど
、

作
業
し
や
す
い
仕
掛
け
を
作
っ
て

い
く
と
、
生
産
性
が
上
が
る
。
例

え
ば
こ
れ
ま
で
10
分
か
か
っ
た
作

業
が
９
分
に
な
る
。
細
か
い
作
業

の
効
率
化
に
よ
る
１
分
短
縮
の
積

み
重
ね
が
、
意
外
と
大
き
な
時
間

に
な
る
。

　

こ
の
３
つ
の
方
法
の
ほ
か
に
、

例
え
る
な
ら
漢
方
薬
に
よ
る
体
質

改
善
の
よ
う
に
、
職
場
の
雰
囲
気

を
変
え
て
い
く
こ
と
も
重
要
だ
。

ま
ず
は
、
教
職
員
が
働
き
方
に
つ

い
て
職
場
で
対
話
し
て
み
る
と
良

い
。
民
間
企
業
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
取
り
組
む
際
の
チ
ー
ム
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
考
え
方
と
同
じ
だ
。
多

く
の
組
織
で
は
、
成
果
に
対
し
て

振
り
返
る
機
会
を
持
つ
が
、
チ
ー

ム
の
状
態
が
ど
う
な
の
か
を
話
す

機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
教
職
員

の
職
場
の
状
態
が
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
、
若
手
の
先
生
だ
け
に
業

務
が
偏
っ
て
い
な
い
か
、
ベ
テ
ラ

ン
の
先
生
だ
け
が
意
見
を
述
べ
て

は
い
な
い
か
、
校
長
先
生
の
ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
だ
け
で
物
事
が
決
ま
っ

て
い
な
い
か
な
ど
、
メ
ン
バ
ー
の

問
題
意
識
や
意
思
決
定
の
プ
ロ
セ

ス
に
つ
い
て
忌き

憚たん
の
な
い
意
見
を

交
換
す
る
。
客
観
的
な
デ
ー
タ
を

用
い
な
が
ら
話
す
と
対
話
が
深
ま

る
。
職
場
の
状
態
に
意
識
を
向
け

て
い
く
こ
と
で
、
結
束
力
の
強
い

職
場
の
チ
ー
ム
を
作
り
上
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
他
の
先

生
に
頼
み
事
を
し
や
す
く
な
っ
た

り
、
子
育
て
世
代
の
先
生
た
ち
は

自
分
の
子
ど
も
の
お
迎
え
な
ど
の

た
め
に
早
く
帰
り
や
す
く
な
っ
た

り
す
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
対
話

の
取
り
組
み
を
行
っ
た
小
学
校
の

先
生
の
一
人
が
「
学
校
で
の
働
く

意
識
が
変
わ
っ
て
時
間
が
生
ま

れ
、
土
日
の
ど
ち
ら
か
は
美
味
し

い
も
の
を
食
べ
に
行
け
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
の
が
印

象
的
だ
っ
た
。

　

文
部
科
学
省
や
教
育
委
員
会
に

よ
る
予
算
措
置
や
制
度
改
正
は
重

要
だ
が
、
大
事
な
の
は
先
生
た
ち

の
働
き
方
は
先
生
た
ち
が
決
め
て

い
く
こ
と
。
現
場
の
先
生
た
ち
が

腹
落
ち
し
て
、
同
じ
方
向
を
向
い

て
進
ま
な
い
と
、
働
き
方
改
革
は

形
が
い
化
す
る
も
の
だ
。

い
う
現
状
が
あ
る
。「
通
学
路
で

生
徒
が
た
む
ろ
し
て
い
る
」「
ハ

チ
の
巣
が
落
ち
て
い
る
か
ら
除
去

し
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
困
り
ご
と
を
と
り
あ
え
ず
学
校

に
電
話
す
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
あ

る
と
聞
く
。
そ
の
結
果
、
先
生
た

ち
は
授
業
準
備
や
教
材
研
究
の
時

間
が
十
分
に
取
れ
な
く
な
り
、
児

童
・
生
徒
た
ち
の
学
び
の
質
が
落

ち
て
い
く
と
い
う
状
況
に
陥
っ
て

い
る
。

―
―
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
、
民

間
企
業
と
の
考
え
方
の
違
い
は

　

教
育
界
で
も
働
き
方
改
革
を
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
。
産
業
界
で

は
コ
ス
ト
を
強
く
意
識
す
る
が
、

教
育
界
で
は
コ
ス
ト
意
識
が
ほ
と

ん
ど
な
い
。
民
間
企
業
に
は
所
定

の
労
働
時
間
が
あ
り
、
そ
れ
を
超

え
る
時
間
は
残
業
で
あ
り
、
残
業

代
が
上
乗
せ
さ
れ
る
。
経
営
側

は
、
残
業
が
増
え
る
と
、
コ
ス
ト

増
の
要
因
に
な
る
こ
と
を
認
識
し

て
い
る
。
管
理
職
は
、
部
下
た
ち

の
残
業
時
間
を
把
握
し
、
残
業
が

多
い
と
人
件
費
が
上
昇
す
る
と
い

う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
こ
れ
に
対
し
、
学
校
で
は
こ

う
し
た
意
識
が
乏
し
く
働
き
放
題

に
な
っ
て
い
る
。
背
景
に
は
、

「
給
特
法
（
公
立
学
校
の
教
員
を

対
象
に
、
労
働
基
準
法
と
は
異
な

る
時
間
外
勤
務
に
関
す
る
特
殊
ル

ー
ル
を
定
め
た
法
律
）
」
の
存
在

が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
も

う
一
つ
は
、
先
生
た
ち
の
使
命
感

だ
。
子
ど
も
の
未
来
・
将
来
を
担

っ
て
い
る
と
い
う
職
業
倫
理
が
あ

り
、
自
分
の
心
身
の
健
康
の
た
め

に
、
効
率
的
に
働
こ
う
と
い
う
意

識
が
生
ま
れ
に
く
い
。
使
命
感
が

強
い
ほ
ど
、
惜
し
み
な
く
子
ど
も

た
ち
に
手
を
か
け
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
強
く
な
る
。
教
育
に
か
け

る
時
間
が
長
い
ほ
ど
、
質
も
高
ま

っ
て
い
く
と
い
う
比
例
関
係
が
成

り
立
つ
と
思
い
込
み
、
犠
牲
心
が

働
き
や
す
い
。

―
―
教
員
の
働
き
方
改
革
は
な

ぜ
、
喫
緊
の
課
題
な
の
か

　

長
時
間
労
働
に
よ
っ
て
、
先
生

た
ち
の
心
身
の
健
康
が
失
わ
れ
れ

ば
、
子
ど
も
た
ち
に
良
い
教
育
が

で
き
な
く
な
る
恐
れ
も
あ
る
。
先

生
た
ち
が
使
命
感
を
も
っ
て
、
一

生
懸
命
教
育
に
取
り
組
む
こ
と
は

大
切
な
こ
と
だ
が
、
そ
れ
は
持
続

可
能
な
範
囲
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
長
時
間
労
働
で
先
生
が
体
を

壊
し
た
り
、
メ
ン
タ
ル
を
壊
し
た

り
し
た
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
良
い

影
響
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
無
尽
蔵
に
働
い
て
、
疲
れ
て

い
る
先
生
た
ち
に
教
わ
っ
た
子
ど

も
た
ち
が
、「
大
人
に
な
っ
た
ら

こ
う
い
う
働
き
方
を
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
か
」「
長
時
間
働
く

こ
と
が
美
徳
な
の
か
」
と
感
じ
、

働
き
方
自
体
の
価
値
観
形
成
に
与

え
る
影
響
も
、
少
な
か
ら
ず
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。
人
生
1
0
0
年

時
代
と
な
り
、「
仕
事
だ
け
に
没

頭
す
る
こ
と
は
持
続
可
能
な
の

か
」
と
問
う
必
要
が
あ
る
。
人
員

を
増
や
し
、
先
生
の
負
担
を
軽
減

さ
せ
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ

が
、
先
生
た
ち
も
中
長
期
的
な
視

点
に
立
っ
て
働
き
方
に
関
す
る
考

え
方
や
意
識
を
変
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
長
時
間
労
働
を
当
た
り
前

と
す
る
価
値
観
の
継
承
を
断
ち
切

ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

―
―
教
員
の
働
き
方
改
革
を
進
め

る
方
法
は

　

「
カ
ッ
ト
」
と
「
キ
ャ
ッ
プ
」

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

「
カ
ッ
ト
」
と
は
、
行
事
の
精

選
な
ど
業
務
自
体
を
や
め
る
こ
と

で
、
こ
れ
は
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
効

果
が
高
ま
る
。
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

や
合
宿
な
ど
、
今
の
学
校
行
事
は

膨
ら
み
が
ち
に
な
っ
て
い
る
。
先

生
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
思
い
を
込
め

て
い
る
行
事
が
違
っ
て
い
て
、
良

い
学
び
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て

い
る
先
生
も
い
れ
ば
、
そ
う
感
じ

て
い
な
い
先
生
も
い
る
。
す
り
合

わ
せ
る
の
は
難
し
い
が
、
前
例
踏

襲
の
ま
ま
続
け
る
の
で
は
な
く
、

議
論
の
俎そ

上じょ
うに
載
せ
て
、
教
職

員
み
ん
な
で
対
話
し
て
み
る
こ
と

が
大
事
だ
。「
キ
ャ
ッ
プ
」
は
時

間
を
制
限
す
る
こ
と
。
例
え
ば
、

会
議
は
終
了
時
間
を
決
め
て
か
ら

行
う
と
、
だ
ら
だ
ら
と
続
く
こ
と

を
防
げ
る
。
た
だ
、
時
間
の
制
限

を
か
け
る
こ
と
は
比
較
的
効
果
が

高
い
が
、
業
務
量
を
全
く
変
え
ず

に
時
間
を
制
限
し
て
し
ま
う
と
、

教
員
に
ス
ト
レ
ス
が
か
か
る
。
定

時
退
勤
日
を
決
め
て
も
、
業
務
量

が
減
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
結
局

は
仕
事
の
持
ち
帰
り
が
多
く
な

る
。
時
間
を
制
限
す
る
な
ら
、

業
務
も
精
選
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。「
カ
ッ
ト
」
と
「
キ
ャ
ッ
プ
」

の
組
み
合
わ
せ
を
考
え
な
が
ら
改

善
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
。

―
―
そ
の
他
に
は
ど
の
よ
う
な
方

法
が
あ
る
の
か

　

３
つ
目
の
方
法
と
し
て
は
「
効

率
化
」
が
あ
り
、「
カ
ッ
ト
」
や

「
キ
ャ
ッ
プ
」
と
比
べ
る
と
取
り

重
要
な
の
は
学
校・家
庭・地
域
の
三
位
一
体

―
―
教
員
の
意
識
を
変
え
る
ほ
か

に
、
何
が
必
要
か

　

子
ど
も
の
教
育
は
、
学
校
だ
け

で
は
で
き
な
い
。
学
校
、
家
庭
、

地
域
が
同
じ
船
に
乗
り
、
子
ど
も

を
支
え
て
い
く
と
い
う
意
識
を
共

有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
保
護

者
は
生
活
を
安
定
さ
せ
る
た
め

に
、
働
く
こ
と
に
懸
命
に
な
っ
て

い
る
状
況
は
理
解
で
き
る
。
し
か

し
、
子
ど
も
の
教
育
に
関
心
を
向

け
ず
、
学
校
に
全
て
任
せ
て
し
ま

っ
て
は
、
先
生
た
ち
の
働
き
方
は

改
善
せ
ず
、
結
果
と
し
て
子
ど
も

た
ち
へ
良
い
教
育
を
提
供
で
き
な

く
な
る
こ
と
に
繫
が
る
。
先
生
も

忙
し
い
し
、
保
護
者
も
忙
し
い
。

そ
の
中
で
、
お
互
い
が
ど
う
歩
み

寄
れ
る
の
か
。
対
話
の
場
を
持
つ

こ
と
が
そ
の
第
一
歩
と
な
る
。
互

い
の
状
況
を
理
解
し
、
学
校
、
家

庭
、
地
域
が
三
位
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
む
べ
き
も
の
と
い
う
意
識

を
持
っ
て
ベ
ス
ト
な
状
態
を
作
り

上
げ
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
。
互

い
の
立
場
や
主
張
だ
け
が
ぶ
つ
か

り
合
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
客

観
的
な
デ
ー
タ
を
見
な
が
ら
、
子

ど
も
た
ち
の
教
育
に
と
っ
て
の
最

適
解
を
一
緒
に
導
き
出
し
て
い
く

よ
う
な
場
に
す
る
と
良
い
。

―
―
学
校
の
先
生
に
な
ろ
う
と
考

え
て
い
る
大
学
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
　

子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
教
育

に
、
や
り
が
い
を
持
っ
て
い
る
先

生
は
多
い
。
子
ど
も
た
ち
の
成
長

の
瞬
間
に
立
ち
会
え
る
こ
と
が
で

き
、
教
師
冥みょう
利り
に
尽
き
る
。

　

し
か
し
、
今
、
教
師
は
や
り
が

い
の
追
求
に
価
値
を
置
き
過
ぎ

て
、
自
分
の
健
康
や
私
生
活
が
お

ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
る
。
働
き
方

を
見
直
す
べ
き
転
換
点
に
あ
る
中

で
、
こ
れ
か
ら
教
師
に
な
る
世
代

は
、
一
つ
の
組
織
に
お
け
る
仕
事

に
従
事
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
地

域
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
な
ど
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
に
も
意
識
を
向
け
て
、

新
し
い
時
代
の
教
師
像
を
作
り
上

げ
て
い
っ
て
欲
し
い
。
決
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
教
師
の
働
き
方
を
否

定
す
る
の
で
は
な
く
、
ア
ッ
プ
デ

ー
ト
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。
自
分

の
生
活
を
犠
牲
に
し
、
高
度
成
長

期
の
日
本
の
教
育
を
支
え
て
こ
ら

れ
た
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
た
ち
に
対

す
る
リ
ス
ペ
ク
ト
を
忘
れ
ず
に
、

世
代
を
超
え
て
、
互
い
の
意
見
に

耳
を
傾
け
、
一
緒
に
新
し
い
働
き

方
を
模
索
し
、
教
育
界
を
盛
り
上

げ
る
主
役
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
。

つじ・かずひろ
　国学院大学経済学
部経営学科助教。博
士（経営学）。専門
は人的資源開発、組
織開発、ジャーナリ
ズム。読売新聞大阪
社会部記者、産業能
率大学総合研究所勤
務などを経て現職。
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国
学
院
大
学
と
ス
ク
ー
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
（
高

校
生
新
聞
社
）
に
よ
る
第
26
回
全
国
高
校
生
創
作

コ
ン
テ
ス
ト
（
協
賛
：
国
学
院
大
学
若
木
育
成
会

・
国
学
院
大
学
院
友
会
・
国
学
院
大
学
北
海
道
短

期
大
学
部
、
後
援
：
文
部
科
学
省
・
全
国
高
等
学

校
長
協
会
・
全
国
高
等
学
校
国
語
教
育
研
究
連
合

会
・
日
本
進
路
指
導
協
会
）
と
、
第
18
回
「
地
域

の
伝
承
文
化
に
学
ぶ
」
コ
ン
テ
ス
ト
（
協
賛
：
国

学
院
大
学
若
木
育
成
会
・
国
学
院
大
学
院
友
会
・

国
学
院
大
学
北
海
道
短
期
大
学
部
、
後
援
：
文
部

科
学
省
・
農
林
水
産
省
・
全
国
高
等
学
校
長
協
会

・
日
本
進
路
指
導
協
会
）
に
は
両
コ
ン
テ
ス
ト
合

わ
せ
て
１
万
５
６
６
３
点
（
創
作
１
万
５
４
３
２

点
、
伝
承
文
化
２
３
１
点
）
の
応
募
が
あ
り
、
本

紙
令
和
４
年
12
月
号
で
既
報
の
通
り
に
各
部
門
の

入
賞
作
が
決
ま
っ
た
。
今
号
で
は
両
コ
ン
テ
ス
ト

で
栄
冠
を
射
止
め
た
各
部
門
の
最
優
秀
賞
作
品
10

点
を
紹
介
す
る
。

珠
玉
の
10
作
品
を
紹
介

　
 

 

高
校
生
向
け
２
コ
ン
テ
ス
ト

　

二
年
ぶ
り
の
通
常
開
催
と
な
っ

た
学
校
祭
は
異
例
の
盛
り
上
が
り

を
見
せ
て
い
た
。

　

私
と
先
輩
が
体
育
館
に
行
く

と
、
観
客
の
生
徒
は
も
う
席
に
つ

い
て
い
た
。見
た
限
り
満
員
だ
。私

と
先
輩
は
体
育
館
の
後
ろ
の
方
に

立
ち
、
意
味
も
な
く
壁
に
も
た
れ

た
。
ス
テ
ー
ジ
部
門
の
た
び
放
送

委
員
が
数
人
配
置
さ
れ
る
の
は
、

機
材
ト
ラ
ブ
ル
に
対
応
す
る
た
め

ら
し
い
。
一
枚
百
円
の
チ
ケ
ッ
ト

を
買
わ
ず
に
見
ら
れ
る
と
い
う
の

は
些
か
得
を
し
た
気
分
だ
っ
た
。

「
あ
の
ギ
タ
ー
ボ
ー
カ
ル
の
子
、

友
達
な
ん
だ
っ
け
？
」

　

本
校
動
物
科
学
科
で
令
和
元
年

か
ら
飼
育
す
る
天
然
記
念
物
の
美

濃
柴
犬
（
雌
２
頭
）
は
第
二
次
世

界
大
戦
を
機
に
絶
滅
の
危
機
に
瀕

し
た
。
現
在
も
危
機
的
な
頭
数
で

あ
る
た
め
、
繁
殖
活
動
を
進
め
る

と
と
も
に
認
知
度
向
上
に
向
け
て

取
り
組
む
こ
と
に
し
た
。

　

美
濃
柴
犬
は
岐
阜
県
の
美
濃
地

域
を
中
心
に
猟
犬
と
し
て
人
と
生

活
を
と
も
に
し
て
き
た
地
域
の
希

少
種
。
戦
後
、
保
存
会
が
発
足
し

て
約
３
０
０
頭
ま
で
に
回
復
し
た

も
の
の
、
こ
の
頭
数
で
は
、
い
つ

か
絶
滅
し
て
し
ま
う
。

　

ま
ず
、
飼
育
頭
数
を
増
や
し
て

短
篇
小
説
の
部　

最
優
秀
賞

学
校
活
動
部
門　

最
優
秀
賞

ロ
ッ
ク
を
止
め
な
い
で

西
尾
実
優
さ
ん
（
北
海
道
・
札
幌
啓
成
高
２
年
）

守
れ
美
濃
柴
犬
の
未
来

〜
繁
殖
と
普
及
を
目
指
し
て
〜

岐
阜
・
大
垣
養
老
高　

美
濃
柴
犬
研
究
班

第
26
回
全
国
高
校
生
創
作
コ
ン
テ
ス
ト

第
18
回「
地
域
の
伝
承
文
化
に
学
ぶ
」コ
ン
テ
ス
ト

　

先
輩
は
そ
う
言
っ
て
、
ま
だ
薄

暗
い
ス
テ
ー
ジ
の
上
を
指
さ
し

た
。
意
識
の
外
側
か
ら
飛
ん
で
き

た
言
葉
に
ど
き
り
と
し
て
、
肩
が

少
し
震
え
た
。

「
え
、
な
ん
で
知
っ
て
る
ん
で
す

か
？
」

「
前
に
言
っ
て
た
じ
ゃ
ん
。
同
じ

中
学
だ
っ
た
子
が
有
志
バ
ン
ド
や

る
ん
で
す
、
っ
て
」

　

そ
ん
な
こ
と
言
っ
た
だ
ろ
う

か
。
全
く
記
憶
に
無
い
。
言
っ
て

い
た
と
し
て
、
ど
こ
ま
で
話
し
た

の
だ
ろ
う
。

　

ギ
タ
ー
ボ
ー
カ
ル
の
子
、
流
香

と
は
確
か
に
同
じ
中
学
か
ら
の
友

達
だ
っ
た
。
三
年
間
同
じ
ク
ラ
ス

で
、
き
っ
と
お
互
い
、
親
友
と
言

っ
て
も
差
し
支
え
な
い
よ
う
な
関

係
。
否
、
関
係
「
だ
っ
た
」
と
過

去
形
を
補
う
の
が
適
切
だ
ろ
う

か
。

　

私
と
流
香
は
も
う
一
年
以
上
ま

と
も
に
会
話
を
し
て
い
な
い
。

「
ロ
ッ
ク
だ
な
ぁ
、
お
前
の
友

達
。
金
髪
だ
し
、
ピ
ア
ス
も
バ
ッ

チ
バ
チ
に
開
い
て
る
し
。
痛
く
ね

え
の
か
な
、
あ
れ
」

　

先
輩
は
呟
く
。
私
は
袖
に
見
え

る
流
香
の
、
米
粒
よ
り
も
小
さ
く

し
か
見
え
な
い
耳
朶
に
目
を
凝
ら

し
な
が
ら
、

「
元
々
、
周
り
の
目
と
か
気
に
し

な
い
子
な
ん
で
す
。
私
と
は
真
逆

の
タ
イ
プ
で
」

　

と
マ
ウ
ン
ト
じ
み
た
言
葉
を
添

え
た
。

「
お
前
は
ロ
ッ
ク
に
生
き
な
く
て

い
い
ん
だ
？
」

　

先
輩
は
私
を
か
ら
か
っ
た
。
言

い
返
そ
う
と
口
を
開
い
た
が
、
途

端
、
体
育
館
の
照
明
が
ふ
っ
と
落

ち
た
。
そ
れ
と
入
れ
替
わ
る
よ
う

に
、
後
方
に
セ
ッ
ト
さ
れ
た
特
設

の
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
つ
く
。
円

形
の
光
が
交
差
し
、
ス
テ
ー
ジ
に

立
つ
暗
闇
の
中
に
楽
器
を
持
っ
た

男
女
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

流
香
を
含
め
た
四
人
の
メ
ン
バ

ー
。
私
は
息
を
飲
む
。

「
学
校
祭
、
盛
り
上
が
っ
て
ま
す

か
ー
っ
⁉
」

　

マ
イ
ク
を
通
し
て
聞
こ
え
て
き

た
の
は
流
香
の
声
だ
っ
た
。
生
徒

た
ち
は
、
う
お
お
っ
と
大
き
な
拍

手
で
そ
れ
に
応
え
た
。
ペ
ン
ラ
イ

ト
み
た
い
な
も
の
も
ち
ら
ほ
ら
見

え
る
。

「
じ
ゃ
、
早
速
一
曲
目
、
行
き
ま

ー
す
！
」

　

今
度
は
手
を
叩
く
間
も
無
く
、

流
香
の
手
に
し
た
ギ
タ
ー
が
一
度

だ
け
鳴
る
。
そ
れ
か
ら
ド
ラ
ム
ス

テ
ィ
ッ
ク
の
カ
ウ
ン
ト
の
後
、
体

育
館
は
突
然
ビ
リ
ビ
リ
と
揺
れ

た
。

　

曲
は
一
曲
目
か
ら
飛
ば
し
て
い

た
。
激
し
い
曲
調
に
、
圧
倒
的
な

そ
の
熱
量
は
ス
テ
ー
ジ
下
に
い
る

私
た
ち
に
ま
で
十
分
に
伝
わ
る
。

「
…
…
上
手
い
な
、
ギ
タ
ー
も
歌

も
。
ま
だ
一
年
生
な
の
に
」

　

先
輩
が
ぼ
そ
り
と
呟
い
た
の

を
、
私
は
聞
き
逃
さ
な
か
っ
た
。

黙
っ
て
頷
く
。

　

流
香
の
ギ
タ
ー
ボ
ー
カ
ル
は
、

素
人
目
か
ら
見
て
も
上
手
か
っ

た
。
声
は
よ
く
出
て
い
る
し
、
指

も
忙
し
な
く
動
く
。
私
か
ら
見
た

流
香
は
せ
い
ぜ
い
「
運
動
神
経
抜

群
」
く
ら
い
だ
っ
た
の
で
、
こ
ん

な
特
技
が
あ
っ
た
の
か
と
呆
気
に

取
ら
れ
た
。

　

で
も
そ
れ
以
上
に
驚
い
た
の

は
、
流
香
の
顔
つ
き
だ
っ
た
。
あ

ん
な
顔
を
す
る
奴
だ
っ
た
ろ
う

か
。
ま
る
で
別
人
の
よ
う
だ
。
前

ま
で
の
彼
女
か
ら
は
想
像
で
き
な

い
ほ
ど
凛
々
し
く
、
そ
れ
で
い
て

ど
こ
か
艶
め
か
し
い
。
そ
の
視
線

の
先
に
は
誰
が
い
る
の
だ
ろ
う
。

少
な
く
と
も
私
で
は
な
い
こ
と
は

確
か
だ
。

「
眩
し
い
で
す
ね
え
」

　

ね
、
先
輩
。
私
は
斜
め
上
に
あ

る
瞳
を
見
上
げ
、
共
感
を
求
め

た
。
先
輩
は
そ
れ
を
鼻
で
笑
っ

た
。

「
憎
い
ん
だ
ろ
？
」

「
ま
ぁ
、
そ
り
ゃ
あ
。
一
番
の
友

達
で
し
た
か
ら
」

　

自
分
か
ら
聞
い
て
き
た
く
せ

に
、
先
輩
は
興
味
な
さ
げ
に
顔
を

背
け
た
。

　

私
は
先
輩
の
、
こ
う
い
う
、
ひ

ね
く
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
と
て
も

好
き
だ
。
良
く
も
悪
く
も
飾
り
気

の
な
い
人
と
い
う
の
は
、
彼
の
よ

う
な
人
を
表
す
の
だ
と
思
う
。
恋

愛
感
情
と
は
違
う
、
人
間
的
に
真

っ
直
ぐ
な
好
意
を
持
て
る
。

　

私
は
笑
っ
て
、
ぐ
っ
と
伸
び
を

し
た
。
体
の
力
が
抜
け
て
床
に
座

り
込
む
。
流
香
の
歌
声
が
、
ギ
タ

ー
が
、
体
育
館
を
ビ
リ
ビ
リ
と
揺

ら
す
。
床
越
し
の
振
動
で
体
が
痺

れ
そ
う
だ
っ
た
。

　

体
育
座
り
で
膝
を
抱
え
、
呆
然

と
ス
テ
ー
ジ
を
眺
め
る
。
そ
の
姿

勢
は
、
私
の
記
憶
を
一
年
前
の
夏

へ
無
理
や
り
引
き
戻
し
た
。
炎
天

下
、
じ
ゅ
わ
っ
と
熱
さ
れ
た
タ
ー

タ
ン
の
熱
さ
。
日
差
し
が
う
な
じ

を
突
き
刺
す
感
覚
。
汗
と
涙
と
で

訳
の
分
か
ら
な
く
な
っ
た
、
私

と
、
流
香
の
顔
。

　

中
三
の
最
後
の
大
会
だ
っ
た
。

　

突
如
と
し
て
流
行
り
始
め
た
ウ

イ
ル
ス
に
人
々
は
多
く
の
当
た
り

前
を
奪
わ
れ
、
そ
れ
は
私
た
ち
の

所
属
し
て
い
た
陸
上
部
も
例
外
で

は
な
か
っ
た
。

　

「
流
香
み
た
い
に
走
っ
て
み
た

く
て
」。

　

大
き
く
削
減
さ
れ
た
大
会
出
場

枠
の
中
で
、
私
は
ギ
リ
ギ
リ
そ
の

枠
へ
滑
り
込
ん
だ
。
流
香
よ
り
半

年
遅
く
入
部
し
た
私
が
勝
っ
て
し

ま
っ
た
。

　

私
は
流
香
の
努
力
を
何
よ
り
分

か
っ
て
い
た
し
、
正
直
な
話
、
彼

女
ほ
ど
陸
上
に
本
気
で
は
無
か
っ

た
。
だ
か
ら
こ
そ
の
後
ろ
め
た
さ

が
あ
っ
た
。
彼
女
に
何
度
も
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
て
も
ら
っ
た
。
顧
問

の
期
待
や
記
録
な
ど
、
そ
ん
な
も

の
は
何
に
も
な
ら
な
い
気
が
し

た
。

　

あ
の
夏
か
ら
何
と
な
く
お
互
い

ギ
ク
シ
ャ
ク
し
て
し
ま
っ
て
、
高

校
生
に
な
っ
た
途
端
、
関
わ
り
は

パ
タ
ン
と
絶
え
た
。
高
校
も
同
じ

と
こ
ろ
を
選
ん
で
受
け
た
わ
け
で

は
な
い
。
高
校
生
に
な
っ
た
ら
離

れ
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
た
の
に
。

　

璃
子
は
辞
め
な
い
で
。
走
る

の
、
辞
め
な
い
で
。
才
能
が
あ
る

ん
だ
か
ら
。
私
は
こ
こ
ま
で
だ
け

ど
、
璃
子
は
ま
だ
ど
こ
ま
で
も
走

っ
て
い
け
る
。

　

引
退
式
の
後
、
二
人
き
り
の
帰

り
道
で
泣
き
な
が
ら
そ
う
言
っ
た

流
香
を
、
私
は
ま
だ
覚
え
て
い

る
。

　

流
香
が
言
っ
た
通
り
、
本
当
に

ど
こ
ま
で
も
走
っ
て
い
け
た
ら
ど

ん
な
に
良
か
っ
た
か
。
私
は
ま
だ

あ
の
夏
か
ら
立
ち
止
ま
っ
た
ま
ま

だ
。
結
局
、
流
香
の
方
が
私
よ
り

幾
分
か
進
む
の
が
は
や
か
っ
た
。

　

生
徒
た
ち
は
熱
を
上
げ
て
い

く
。
流
香
も
他
の
バ
ン
ド
メ
ン
バ

ー
も
喉
を
軋
ま
せ
な
が
ら
声
の
限

り
歌
い
続
け
る
。

　

変
わ
っ
た
な
ぁ
、
流
香
。

　

悔
し
か
っ
た
。
走
る
流
香
を
初

め
て
見
た
と
き
以
上
に
。
け
れ

ど
、
今
の
方
が
輝
い
て
い
る
と
も

思
っ
た
。
髪
の
毛
は
明
る
い
色
に

染
め
ら
れ
て
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

を
受
け
て
光
る
そ
れ
は
金
糸
の
よ

う
だ
っ
た
。

　

流
香
は
変
わ
っ
た
。
挫
折
の
夏

を
抜
け
出
し
て
、
彼
女
が
手
に
取

る
の
は
も
う
タ
ス
キ
で
は
無
い
。

　

そ
れ
で
も
流
香
は
私
の
前
を
走

り
続
け
て
い
て
、
私
は
い
つ
ま
で

も
、
そ
の
背
中
を
追
っ
て
い
る
気

が
す
る
。
タ
イ
ム
と
か
順
位
と
か

そ
う
い
っ
た
も
の
の
外
側
で
、
流

香
は
私
の
ず
っ
と
先
を
行
っ
て
い

る
。
私
の
行
動
の
根
元
に
は
必
ず

彼
女
の
姿
が
あ
る
。

「
…
…
や
っ
ぱ
り
、
憎
い
な
」

　

流
香
の
こ
と
が
、
心
底
羨
ま
し

い
。

　

私
は
き
っ
と
一
生
、
こ
の
人
に

は
追
い
つ
け
な
い
だ
ろ
う
。

　

そ
う
思
う
と
、
胸
の
奥
が
チ
ク

リ
と
痛
む
。
こ
の
気
持
ち
を
誰
か

に
分
か
っ
て
も
ら
い
た
く
て
た
ま

ら
な
く
な
る
。
気
が
つ
け
ば
、
一

曲
目
は
既
に
終
わ
っ
て
い
た
。
体

育
館
全
体
、
余
韻
が
尾
を
引
い
て

い
る
。
誰
か
が
何
か
を
喋
る
熱
気

の
中
で
、
私
は
ひ
た
す
ら
自
分
と

向
き
合
っ
て
い
た
。

　

お
前
は
ロ
ッ
ク
に
生
き
な
く
て

い
い
ん
だ
？　

│
│
私
は
こ
の
ま

ま
生
き
る
の
か
。
変
わ
ら
な
い
、

変
わ
れ
な
い
ま
ま
。

　

私
は
自
分
の
足
を
見
下
ろ
し
、

勢
い
よ
く
立
ち
上
が
っ
た
。

　

諸
行
無
常
と
い
う
言
葉
が
あ
る

よ
う
に
、
誰
も
が
ず
っ
と
同
じ
で

あ
る
わ
け
が
無
い
。
そ
う
し
て
変

化
を
経
た
流
香
の
姿
も
私
は
十
分

に
好
き
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
次
に

ス
タ
ー
ト
を
切
る
の
は
私
だ
と
い

う
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

　

ま
だ
大
丈
夫
だ
。
走
れ
る
。
そ

う
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
み
る
。 

　

流
香
と
話
し
合
う
機
会
は
、
分

か
り
合
う
機
会
は
も
う
無
い
か
も

し
れ
な
い
け
ど
。
中
学
生
の
頃
み

た
い
に
笑
い
合
う
こ
と
も
な
い
か

も
し
れ
な
い
け
ど
。

　

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る

と
、
耳
を
劈
く
ギ
タ
ー
音
と
共
に

二
曲
目
が
始
ま
っ
た
。

　

熱
を
持
つ
何
か
が
私
の
胸
の
中

で
じ
く
じ
く
と
燻
っ
て
い
た
。
本

当
は
叫
び
出
し
た
い
気
分
だ
っ
た

が
、
ウ
イ
ル
ス
の
四
文
字
に
よ
り

制
限
さ
れ
て
い
る
の
が
も
ど
か
し

か
っ
た
。
立
ち
く
ら
み
を
抑
え
、

他
の
生
徒
と
一
緒
に
な
っ
て
手
を

叩
く
。

　

流
香
の
ピ
ア
ス
が
、
汗
が
、
小

さ
な
飛
沫
の
よ
う
に
光
る
の
が
見

え
た
。
ラ
メ
み
た
い
だ
。
キ
ラ
キ

ラ
、
な
ん
て
言
葉
で
は
足
り
な
い

ほ
ど
。

　

音
の
渦
に
身
を
埋
め
な
が
ら
、

私
は
流
香
を
追
い
続
け
る
。
中
学

生
の
頃
の
自
分
が
、
少
し
だ
け
救

わ
れ
る
音
が
し
た
。

地
域
に
普
及
さ
せ
よ
う
と
保
存
会

な
ど
と
の
交
流
で
得
た
「
繁
殖
は

非
常
に
難
し
く
、
受
胎
率
は
約 

60
％
と
か
な
り
低
い
。
交
配
適
期

を
過
ぎ
て
か
ら
の
交
配
や
、
近
親

交
配
が
原
因
」「
繁
殖
に
関
す
る

デ
ー
タ
が
少
な
い
」「
Ｐ
Ｒ
も
し

て
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
広
ま
っ
て

い
な
い
」
と
の
情
報
を
基
に
活
動

目
標
を
決
定
。
繁
殖
に
関
わ
る
デ

ー
タ
収
集
、
繁
殖
成
功
を
通
じ
て

積
極
的
に
情
報
発
信
を
行
い
、
知

名
度
や
関
心
を
高
め
て
飼
育
頭
数

を
増
加
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し

た
。

　

雌
２
頭
の
１
回
目
の
発
情
期
の

観
察
で
は
、
出
血
後
７
〜 

12 

日

が
交
配
適
期
だ
と
分
か
っ
た
。
２

回
目
の
発
情
予
定
に
合
わ
せ
、
岐

阜
大
と
の
協
同
研
究
と
し
て
糞
尿

中
に
含
ま
れ
る
ホ
ル
モ
ン
濃
度
測

定
に
も
着
手
し
、
繁
殖
に
関
わ
る

デ
ー
タ
を
採
取
し
た
結
果
、
交
配

適
期
が
近
い
と
判
断
し
て
交
配
を

実
施
し
、
60
日
目
に
２
頭
と
も

３
頭
の
仔
犬
を
分
娩
。
受
胎
率

1
0
0
％
。
平
均
２
・
４
頭
を
上

回
る
産
子
数
３
頭
と
大
き
な
成
果

を
残
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

美
濃
柴
犬
を
後
世
に
繋
ぐ
に

は
、
そ
の
形
質
を
引
き
継
ぐ
こ
と

と
、
正
し
い
知
識
を
持
っ
た
飼
育

者
や
理
解
者
を
増
や
す
こ
と
が
大

切
と
考
え
、
本
校
主
催
の
学
習
会

開
催
や
中
学
校
へ
の
出
前
授
業
な

ど
も
実
施
。
一
連
の
活
動
は
メ
デ

ィ
ア
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
美
濃

柴
犬
の
認
知
度
は
大
き
く
向
上
し

た
。

　

今
後
は
、
ペ
ッ
ト
と
し
て
だ
け

で
は
な
く
、
人
と
関
わ
り
を
持
つ

き
っ
か
け
と
な
っ
た
狩
猟
や
番
犬

と
し
て
の
活
用
に
も
取
り
組
み
、

種
の
保
存
と
と
も
に
伝
承
文
化
を

担
う
存
在
と
し
て
確
立
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。
先
日
公
開
さ
れ

た
「
き
こ
り
」
と
い
う
映
画
で

は
、
熊
の
狩
猟
で
活
躍
す
る
美
濃

柴
犬
の
姿
が
あ
っ
た
。
出
演
者
に

聞
く
と
、
岐
阜
県
内
に
は
美
濃
柴

犬
を
熊
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
狩
猟

に
用
い
て
い
る
方
が
い
る
と
の
こ

と
。
今
後
、
美
濃
柴
犬
の
歴
史
を

追
求
す
る
た
め
に
新
た
に
調
査
を

開
始
し
た
い
。
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マ
タ
ギ
と
は
東
日
本
の
豪
雪

地
帯
に
住
ん
で
い
た
狩
り
人
で

あ
り
、
遠
方
へ
出
か
せ
ぎ
に
行

く
「
旅
マ
タ
ギ
」
と
近
く
で
狩
猟

を
行
う
「
里
マ
タ
ギ
」
に
分
け
ら

れ
る
。
先
行
研
究
は
マ
タ
ギ
の
伝

統
的
な
文
化
や
習
慣
に
注
目
し
た

も
の
が
多
く
、
マ
タ
ギ
本
来
の
存

在
意
義
に
注
目
し
た
研
究
は
少
な

い
。
そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
旅
マ

タ
ギ
を
多
く
輩
出
し
た
阿
仁
町

（
秋
田
県
北
秋
田
市
南
部
）
と
出

稼
ぎ
先
で
あ
る
秋
山
郷
（
長
野
県

栄
村
・
新
潟
県
津
南
町
）
を
比
較

し
、
マ
タ
ギ
の
地
域
的
役
割
と
マ

タ
ギ
に
見
ら
れ
る
地
域
性
を
明
ら

か
に
し
た
う
え
で
、
山
村
社
会
に

お
け
る
マ
タ
ギ
の
存
在
意
義
を
考

察
し
た
。

　

先
行
研
究
よ
り
、近
世
か
ら
近

代
に
か
け
て
の
阿
仁
町
の
マ
タ
ギ

が
西
日
本
に
至
る
ま
で
広
範
囲

に
出
稼
ぎ
に
出
て
い
た
こ
と
が

分
か
っ
た
。移
動
の
制
約
が
か
か

る
山
村
社
会
に
お
い
て
、自
由
に

動
き
回
る
こ
と
が
で
き
た
マ
タ
ギ

の
存
在
は
、外
部
交
流
の
面
で
重

要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。ま
た
、両
地
域
の
資
料
館
に

あ
っ
た
マ
タ
ギ
関
連
の
展
示
物
に

は
幾
つ
か
共
通
す
る
道
具
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、旅
マ
タ
ギ
の
出
稼

ぎ
に
よ
っ
て
阿
仁
町
の
狩
猟
技
術

が
秋
山
郷
に
伝
播
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。さ
ら
に
、両
地
域
の
マ
タ
ギ

を
比
較
す
る
と
、秋
山
郷
よ
り
阿

仁
町
の
旅
マ
タ
ギ
の
ほ
う
が
活
発

に
行
動
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ

た
。こ
の
理
由
に
つ
い
て
、現
地
で

の
証
言
や
資
料
・
先
行
研
究
よ
り

検
討
す
る
と
、阿
仁
町
に
は
旅
マ

タ
ギ
が
商
売
を
行
う
た
め
に
必
要

な
需
要
と
供
給
が
十
分
に
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。阿
仁
町
の
場
合

は
製
薬
業
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、獲
物
の
肉
や
皮
に
加
え
て

薬
な
ど
も
一
緒
に
売
ら
れ
た
。ま

た
、阿
仁
鉱
山
と
呼
ば
れ
る
大
規

模
な
消
費
地（
最
盛
期
に
は
１
万

人
以
上
の
労
働
者
）が
近
く
に
あ

り
、か
な
り
の
米
・
肉
・
毛
皮
・
薬
が

売
ら
れ
た
。こ
の
よ
う
に
、地
域
の

他
の
資
源
と
結
び
つ
き
な
が
ら
マ

タ
ギ
は
発
達
し
た
と
考
え
ら
れ
、

マ
タ
ギ
と
地
域
社
会
は
相
互
依
存

の
関
係
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

し
か
し
、
マ
タ
ギ
が
山
村
社
会

で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

か
に
つ
い
て
は
課
題
が
残
る
。
今

回
の
調
査
で
は
マ
タ
ギ
に
直
接
会

う
こ
と
が
で
き
ず
、
先
行
研
究
に

依
存
し
な
が
ら
地
域
的
役
割
を
明

ら
か
に
し
た
。
そ
の
た
め
、
マ
タ

ギ
の
地
域
的
役
割
に
つ
い
て
十
分

な
検
討
が
で
き
な
か
っ
た
。
特
に

マ
タ
ギ
が
地
域
経
済
に
及
ぼ
し
た

影
響
に
つ
い
て
は
、
マ
タ
ギ
に
聞

き
取
り
調
査
を
行
な
っ
て
検
討
し

た
い
。

地
域
文
化
研
究
部
門
（
個
人
）
最
優
秀
賞

秋
山
郷
と
阿
仁
町
の
比
較
か
ら

見
た
マ
タ
ギ
と
山
村
の
地
域
社
会

鈴
木
涼
之
介
さ
ん
（
東
京
・
早
稲
田
大
高
等
学
院
３
年
）

夢
見
草

泉
ま
い
こ
さ
ん
（
神
奈
川
・
湘
南
高
２
年
）

つ
ぼ
み
が
緩
め
ば
、
う
っ
す
ら
と
色
づ
き
は
じ
め
る

淡
桃
色
と
表
せ
ば
、
不
貞
腐
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
か

同
じ
時
期
に
満
開
に
な
る
花
は
可
哀
想

い
や
、
得
な
の
か

「
ま
だ
咲
か
な
い
」

そ
の
花
が
目
に
映
る
違
和
感
、
既
視
感

つ
ぶ
つ
ぶ
と
、
し
ゅ
わ
し
ゅ
わ
と
し
た

振
り
向
い
て
気
が
つ
く

こ
ん
な
に
美
し
い
道
を
通
っ
て
来
た
の
か
と

「
そ
の
並
木
に
信
号
機
は
あ
ま
り
に
も
映
え
る
」

手
を
伸
ば
せ
ば
届
き
そ
う
な
の
に
、
決
し
て
届
か
な
い
位
置
に
咲
く
の
が
も
ど
か
し
い

で
も
そ
こ
が
、
ず
る
が
し
こ
く
て
好
き
だ
と
い
う

届
か
な
い
の
に
手
を
伸
ば
す
子
供
は
滑
稽
か

た
だ
そ
の
姿
は
美
し
く
、
彼
ら
は
い
つ
か
き
っ
と
届
く

「
何
が
誇
ら
し
く
て
こ
ん
な
に
満
開
に
な
る
の
か
」

暖
か
い
風
に
一
心
不
乱
に
そ
の
花
を
散
ら
し

春
を
降
ら
せ
る

交
差
点
の
真
ん
中
で
踊
る
花
び
ら
の
気
持
ち

ホ
ー
ム
の
線
路
上
で
遊
ぶ
花
び
ら
の
願
い
事

「
そ
の
木
の
影
は
青
い
と
い
う
」

そ
の
花
は
拾
い
た
く
な
る

花
び
ら
は
指
の
間
を
ほ
ろ
り
と
ぬ
け
る

散
り
ゆ
き
は
し
な
い
と
想
う
だ
け

光
の
粒
の
よ
う
に
舞
い
ゆ
く
だ
け

「
桜
を
殺
せ
る
の
は
曇
天
だ
け
」

「
西
短
」
の　

長
き
伝
統
守
り
抜
く　

プ
ラ
イ
ド
懸
け
た　

ス
ト
レ
ー
ト
投
ぐ

短
歌
の
部　
最
優
秀
賞

早
川
彰
太
郎
さ
ん
（
福
岡
・
西
日
本
短
大
附
属
高
３
年
）

俳
句
の
部　
最
優
秀
賞

囀
や　

襖
絵
の
山　

遥
か
な
り

宇
都
宮
駿
介
さ
ん
（
愛
媛
・
松
山
東
高
３
年
）

　

琉
球
方
言
は
共
通
語
の「
ア
イ

ウ
エ
オ
」が「
ア
イ
ウ
イ
ウ
」に
変

化
す
る
な
ど
音
韻
面
の
特
徴
は
も

ち
ろ
ん
、沖
縄
島
内
で
も
地
域
で

細
分
化
さ
れ
、喉
頭
破
裂
音
の
有

無
に
よ
る
意
味
の
区
別
や
パ
行
音

の
変
化
な
ど
多
様
性
に
富
ん
だ
方

言
で
あ
る
。１
８
７
９
年
ま
で
琉

球
王
国
と
い
う
一
つ
の
国
を
な

し
、交
通
や
マ
ス
コ
ミ
も
未
発
達

だ
っ
た
こ
と
が
独
自
の
発
達
を
促

し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。今
回
、

琉
球
方
言
の
現
状
を
把
握
す
る
た

め
中
心
的
な
那
覇
方
言
に
注
目
し

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
調
査
と
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。ア
ン
ケ

ー
ト
で
は「
家
族
関
係
」「
生
物
」

「
自
然
環
境
」「
動
詞
」「
形
容
詞
」に

関
す
る
基
礎
語
彙
を
46
個
選
出

し
、使
用
頻
度
の
回
答
を
求
め
、得

ら
れ
た
回
答
を
世
代
別
に
比
較
し

て
差
異
が
著
し
く
現
れ
て
い
る
点

に
つ
い
て
考
察
し
た
。

　

名
詞
に
つ
い
て
は
若
い
世
代

ほ
ど
理
解
度
が
低
下
傾
向
に
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
沖
縄
で

は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
「
カ
ー

ラ
（
川
）
」
な
ど
は
理
解
度
が
低

地
域
文
化
研
究
部
門
（
団
体
）
最
優
秀
賞

う
ち
な
ー
ぐ
ち
の
伝
承
の
た
め
に 

〜
今
、
琉
球
方
言
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
〜

沖
縄
・
昭
和
薬
科
大
学
附
属
高　

玉
城
明
加
莉
さ
ん
・
仲
吉
遥
さ
ん

現
代
詩
の
部　
最
優
秀
賞

地
域
文
化
研
究
部
門
（
団
体
）
最
優
秀
賞

伊
勢
地
方
の
し
め
縄
か
ら
み
る

信
仰
観
の
考
察
、
及
び
し
め
縄

文
化
継
承
に
向
け
て
三
重
・
英
心
高　

探
究
ゼ
ミ

　

伊
勢
神
宮
の
近
く
に
立
地
す
る

本
校
周
辺
で
鯉
の
ぼ
り
や
国
旗
を

飾
る
文
化
が
衰
退
し
て
い
る
と
感

じ
る
一
方
、
年
神
様
を
お
迎
え
す

る
た
め
玄
関
先
に
飾
る
し
め
縄
を

一
年
中
飾
る
伊
勢
地
方
の
習
俗
が

全
国
的
に
は
珍
し
い
と
い
う
こ
と

を
知
る
こ
と
と
な
っ
た
。「
自
分

た
ち
の
文
化
的
ル
ー
ツ
を
発
見
し

残
し
た
い
」
と
思
い
か
ら
し
め
縄

に
つ
い
て
探
究
す
る
こ
と
と
し

た
。

　

し
め
縄
は
、
天
岩
戸
か
ら
出
た

天あま
て
ら
す
お
お
み
か
み

照
大
神
が
再
び
岩
戸
に
戻

ら
な
い
よ
う
塞
い
だ
の
が
起
り

と
さ
れ
る
が
、
伊
勢
地
方
で
は

柊ひい
ら
ぎ、
橙
だ
い
だ
い、
楪
ゆ
ず
り
はな
ど
縁
起
物
の
他

に
「
蘇そ
民みん
将しょう
来らい
子し
孫そん
家か
門もん
」
と

書
か
れ
た
「
木
札
」
が
つ
く
。
一

年
を
通
じ
て
し
め
縄
を
飾
る
習
俗

は
、
天
照
大
神
を
主
神
と
す
る
伊

勢
神
宮
が
強
く
関
わ
る
。
伊
勢
は

神
都
と
し
て
神
聖
・
清
浄
で
あ
ら

ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
識
が
強

く
、
神
域
全
体
を
守
る
意
識
で
一

年
中
飾
っ
て
い
る
の
だ
。
な
か
で

も
、
道
の
分
岐
点
に
あ
る
家
で
は

神
域
に
悪
霊
や
邪
気
の
侵
入
を
防

　

し
め
縄
が
伊
勢
の
地
全
体
に

広
が
っ
た
の
は
、『
備
後
国
風
土

記
』（
７
１
３
年
以
降
に
成
立
）

か
ら
発
し
た
「
蘇
民
伝
説
」
が
伊

勢
地
方
に
伝
わ
っ
て
か
ら
だ
と
推

測
し
た
。
旅
を
す
る
須す
さ
の
お

佐
之
男
が

貧
し
い
暮
ら
し
を
す
る
「
蘇
民
将

来
」
と
い
う
人
に
快
く
迎
え
入
れ

ら
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
蘇

民
将
来
の
子
孫
を
災
厄
か
ら
守
る

と
約
束
し
た
と
す
る
伝
説
が
伝
わ

り
、
神
域
の
入
り
口
を
守
る
「
久

那
戸
神
」
の
し
め
縄
に
加
え
て
、

神
域
全
体
の
厄
除
け
を
願
い
「
蘇

民
将
来
子
孫
家
門
」
を
掲
げ
る
家

が
生
ま
れ
、
増
え
て
い
っ
た
の
だ

ろ
う
。

　

核
家
族
化
・
単
独
世
帯
化
が
進

む
伊
勢
周
辺
の
人
口
及
び
世
帯
数

の
増
減
を
調
べ
、
神
具
・
し
め
縄

の
企
業
か
ら
聞
き
取
り
を
行
い
、

数
字
的
な
見
地
か
ら
も
し
め
縄
を

飾
る
家
は
減
少
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。
ま
た
、
職
人
の
高
齢

化
や
経
済
的
理
由
に
よ
り
神
具
製

造
企
業
が
「
し
め
縄
を
未
来
へ
つ

な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施

し
、
文
化
継
承
に
向
け
て
楔くさびを
打

っ
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。
ま

た
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
し
め
縄
職

人
の
孫
が
い
る
こ
と
も
分
か
り
、

「
昔
か
ら
あ
る
も
の
に
は
『
意

味
』
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
自

分
が
（
伝
統
を
）
守
ろ
う
と
決
意

し
た
」
と
の
証
言
を
得
た
こ
と
を

通
じ
、「
理
解
」
す
る
こ
と
で
未

来
へ
の
「
意
志
」
が
生
ま
れ
る
こ

と
も
分
か
っ
た
。

８
面
に
も
受
賞
作
品

両コンテストの受賞作品一覧は大学ＨＰでご覧いただけます

く
、
日
常
で
よ
く
見
ら
れ
る
「
ガ

ジ
ャ
ン
（
蚊
）
」
な
ど
は
若
い
世

代
で
も
理
解
度
が
高
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
実
際
に
そ
の
対
象
が
身
近

に
な
い
と
そ
れ
を
指
し
示
す
言
葉

を
日
常
的
に
用
い
な
い
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
喉
頭
破

裂
音
の
発
音
が
難
し
い
点
や
、
方

言
が
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
時
代
と

は
社
会
的
背
景
が
変
化
し
て
い
る

こ
と
も
理
解
度
低
下
の
要
因
に
挙

げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

動
詞
は
幼
少
期
か
ら
親
や
周
囲

の
大
人
が
使
う
言
葉
を
聞
き
、
自

然
に
身
に
着
け
て
い
く
も
の
だ
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
あ
る

世
代
で
使
用
頻
度
の
低
下
が
進
む

と
そ
の
下
の
世
代
で
は
さ
ら
に
使

用
率
が
低
下
し
、
伝
承
に
大
き
く

影
響
を
与
え
る
と
思
わ
れ
る
。
今

回
の
調
査
で
若
い
世
代
、
特
に
10

代
、
20
代
で
使
用
率
の
低
下
が
顕

著
に
み
ら
れ
た
の
に
は
こ
の
こ
と

が
関
与
し
、
ま
た
「
ン
」
か
ら
始

ま
る
単
語
な
ど
琉
球
方
言
特
有
の

発
音
の
難
し
さ
が
加
わ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

　

今
回
の
調
査
を
通
し
て
う
ち
な

ー
ぐ
ち
が
衰
退
し
つ
つ
あ
る
と
い

う
こ
と
が
よ
り
肌
で
感
じ
ら
れ

た
。
研
究
の
課
題
と
し
て
は
、
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
調
査
の
問
題
数

が
多
か
っ
た
こ
と
、
世
代
ご
と
に

お
け
る
回
答
数
に
偏
り
が
出
て
し

ま
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。
調
査
す
る
単
語
を
調
整
し
20

個
ほ
ど
に
減
ら
し
た
り
、
比
較
す

る
回
答
数
を
揃
え
た
り
す
る
な
ど

改
善
の
余
地
が
あ
る
。
今
回
の
調

査
を
き
っ
か
け
に
う
ち
な
ー
ぐ
ち

伝
承
の
た
め
の
活
動
に
積
極
的
に

関
わ
っ
て
い
き
た
い
。

ぐ
結
界
を
作
る
た
め
、
黄よ
泉み
の
国

か
ら
帰
っ
た
伊いざ
な
ぎ
の
み
こ
と

弉
諾
尊
が
穢けが
れ
を

払
う
た
め
に
投
げ
た
杖
か
ら
生
ま

れ
た
と
さ
れ
る
「
久
那
戸
神
」
の

名
が
記
さ
れ
た
木
札
も
つ
け
る
。
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宮
城
県
の
「
動
物
昔
話
」
を
分

析
し
、
描
か
れ
る
動
物
の
種
類
と

そ
の
分
布
、
モ
チ
ー
フ
の
分
類
か

ら
地
域
の
特
色
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
に
目
標
を
置
い
た
。『
日
本

昔
話
通
観
』
第
４
巻
宮
城
（
同
朋

舎 

１
９
８
２
年
）
収
録
の
「
動

物
昔
話
」
を
分
析
対
象
と
し
、
特

徴
的
な
昔
話
が
数
多
く
残
る
地
域

を
見
つ
け
、
現
地
調
査
と
文
献
調

査
を
行
う
と
い
う
手
順
で
分
析
を

進
め
た
。

　

そ
の
結
果
、
宮
城
県
の
「
動
物

昔
話
」
に
登
場
す
る
動
物
は
蛇
、

猿
、
蛙
、
狐
、
雀
の
順
に
多
く
、

か
つ
旧
登
米
郡
と
旧
栗
原
郡
に
多

く
分
布
す
る
こ
と
が
判
明
。
モ
チ

ー
フ
も
特
徴
が
類
似
し
、
両
地
域

に
は
昔
話
が
作
ら
れ
る
共
通
の
背

景
が
あ
る
と
考
え
た
。
特
に
蛇
の

昔
話
が
多
い
こ
と
か
ら
、「
な
ぜ

両
地
域
に
は
蛇
の
昔
話
が
多
い
の

か
」
と
い
う
問
い
を
立
て
て
、
さ

ら
に
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

　

両
地
域
の
自
然
や
歴
史
に
つ
い

て
知
る
た
め
、
実
際
に
登
米
市
迫

町
を
訪
れ
て
、
昔
話
に
語
ら
れ
る

動
物
の
生
態
に
適
し
た
豊
富
な
水

源
や
豊
か
な
自
然
が
あ
る
こ
と
を

再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
現
地
の

陸上競技部

１年生トリオが好記録
丸亀国際ハーフマラソン

地
域
民
話
研
究
部
門
（
個
人
）
最
優
秀
賞

宮
城
県
昔
話
事
典　

動
物
昔
話
篇

登
り
実
美
さ
ん
（
宮
城
・
仙
台
育
英
学
園
高
２
年
）

　

昨
年
度
も
松
山
市
を
流
れ
る
小

野
川
上
流
の
小
野
谷
に
残
さ
れ
る

小
野
小
町
伝
承
に
つ
い
て
研
究

（
※
）
し
た
が
、
全
国
の
小
町
伝

承
地
が
地
形
と
関
係
あ
る
の
か
、

な
ぜ
小
野
谷
に
小
町
伝
承
が
伝
わ

っ
て
い
る
の
か
―
に
つ
い
て
さ
ら

に
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
と
感

じ
、
今
年
度
も
同
じ
題
材
で
研
究

を
継
続
し
た
。

　

ま
ず
、
小
町
伝
承
が
伝
わ
る
伝

承
地
の
地
形
に
つ
い
て
調
査
し

た
。
小
町
伝
承
は
寺
社
に
伝
わ
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
山
間

部
に
伝
承
地
が
集
中
し
て
い
る
と

考
え
て
い
た
の
だ
が
、
結
果
と
し

て
伝
承
が
山
間
部
以
外
の
市
街
地

・
海
浜
部
・
島と
う

嶼しょ
部
等
に
も
多

く
残
さ
れ
て
お
り
、
小
町
伝
承
と

地
形
の
関
連
性
は
認
め
ら
れ
な
い

と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

次
に
、
古
く
か
ら
梅
元
寺
（
松

山
市
小
野
町
）
を
所
有
し
て
き
た

森
貞
氏
に
つ
い
て
調
査
し
た
。
森

貞
氏
の
大
先
祖
は
天
慶
の
乱
（
９

３
９
年
）
で
藤
原
純
友
の
首
を
取

っ
た
と
さ
れ
る
野
田
新
藤
次
忠
勝

で
、
森
貞
氏
は
野
田
新
藤
次
忠
勝

か
ら
分
か
れ
た
子
孫
だ
と
さ
れ
て

い
る
。

　

な
ぜ
森
貞
氏
が
梅
元
寺
に
小
野

小
町
に
関
す
る
伝
承
を
持
ち
込
ん

だ
の
か
と
い
う
疑
問
に
つ
い
て

は
、
梅
元
寺
を
庇ひ

護ご
し
て
い
た
森

貞
氏
の
大
先
祖
で
あ
る
野
田
新
藤

次
忠
勝
が
小
野
好
古
の
率
い
る
官

軍
に
属
し
、
純
友
討
伐
に
参
加
し

た
と
い
う
史
実
と
関
わ
り
が
あ
る

だ
ろ
う
。
純
友
の
首
を
取
る
と
い

う
大
き
な
戦
功
を
挙
げ
た
と
い
う

地
域
民
話
研
究
部
門
（
団
体
）
最
優
秀
賞

伊
予
国
小
野
谷
に
残
る
小
野
小
町

伝
承
の
謎
を
解
く
・
２ 

愛
媛
・
松
山
北
高　

郷
土
研
究
部

博
物
館
に
お
い
て
、
江
戸
時
代
に

お
け
る
地
域
の
特
色
に
つ
い
て
知

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

江
戸
時
代
の
両
地
域
は
仙
台
藩

の
重
要
な
穀
倉
地
帯
で
、
旧
登
米

郡
は
迫
川
や
北
上
川
を
使
っ
た
物

流
の
中
継
地
点
と
し
て
も
栄
え

た
。
伊
豆
沼
を
は
じ
め
多
く
の
沼

が
あ
っ
た
が
、
18
世
紀
以
降
の
新

田
開
発
で
農
地
に
変
わ
り
、
石
高

を
大
き
く
伸
ば
し
た
と
い
う
。
こ

の
史
実
と
「
動
物
昔
話
」
の
地
域

的
な
特
色
に
は
関
わ
り
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
、
次
の
よ

う
な
仮
説
を
立
て
た
。

　

古
代
神
話
で
蛇
は
「
神
聖
な
動

物
」
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
が
多

い
が
、
こ
の
地
域
の
昔
話
に
登
場

す
る
蛇
は
「
忌
ま
わ
し
い
動
物
」

と
対
照
的
だ
。「
蛇
＝
神
聖
な
動

物
」
と
い
う
意
識
が
地
域
の
人
々

の
中
に
あ
れ
ば
、
沼
を
開
拓
で
き

な
か
っ
た
は
ず
だ
が
、
18
世
紀
以

降
の
干
拓
推
進
の
中
で
こ
の
意
識

は
変
化
し
て
対
照
的
な
モ
チ
ー
フ

が
生
み
出
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
自

然
を
信
仰
の
対
象
と
し
て
で
は
な

く
、
開
発
の
対
象
と
見
な
す
よ
う

に
な
っ
て
い
く
中
で
、「
蛇
＝
忌

ま
わ
し
い
動
物
」
と
い
う
昔
話
が

作
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

先
行
研
究
に
お
い
て
蛇
が
「
神

聖
な
動
物
」
か
ら
「
忌
ま
わ
し
い

動
物
」
へ
と
変
化
す
る
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
昔
話
を

地
域
の
歴
史
資
料
と
し
て
用
い
る

こ
と
は
少
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
今
回
の
仮
説
を
検
証
す
る
た

め
に
は
も
っ
と
学
び
、
探
究
活
動

を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　今回のコンテスト入賞作品を掲載した
「全国高校生創作コンテスト入賞作品集」
と「『地域の伝承文化に学ぶ』コンテスト
入賞作品集」を制作、いずれも２月下旬に
刊行します。両作品集とも国学院大学広報
課の窓口で先着順に無料配布いたします。
発送をご希望の方も受け付けますので、希
望部数と送付先をご連絡ください。
　創作コンテストの短篇小説部門は佳作ま
での作品を、現代詩・短歌・俳句の３部門
は入選までの全作品を収録しています。な
お、今号掲載の「地域の伝承文化に学ぶ」
コンテストのリポートは作品集に掲載する
文章を再編集したものです。詳しくは作品
集をご覧ください。

総合企画部広報課（☎03・5466・0130）

※ 「伊予の国小野谷に残る小野小町伝承の謎を解く」として地域民話研究部門（団体）最優秀賞を受賞

写
真
は
１
月
の
箱
根
駅
伝
時　

Ⓒ
月
刊
陸
上
競
技

伝
承
に
ち
な
み
、
総
大
将
で
あ
っ

た
小
野
好
古
の
叔
母
に
当
た
る
と

さ
れ
る
小
野
小
町
の
伝
承
を
梅
元

寺
に
持
ち
込
み
、
薬
師
如
来
の
霊

験
談
を
説
い
て
、
梅
元
寺
を
庇
護

し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
結
論
と
し
て
「
な
ぜ
小
野
谷

に
小
町
伝
承
が
伝
わ
っ
て
い
る
の

か
」
と
い
う
謎
は
、「
小
野
谷
が

森
貞
氏
を
通
じ
小
野
好
古
に
関
連

す
る
土
地
で
あ
る
か
ら
」
と
い
う

こ
と
だ
。

　

こ
れ
ま
で
、
私
た
ち
は
地
域
の

方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
小
野

谷
の
小
野
小
町
伝
承
の
成
立
の
謎

に
つ
い
て
解
明
し
て
き
た
。
こ
の

伝
承
を
地
域
の
宝
と
し
て
多
く
の

人
々
に
広
め
る
た
め
に
今
年
度
は

劇
を
作
り
、
地
元
の
小
野
公
民

館
、
梅
元
寺
、
小
野
小
学
校
に
出

向
い
て
上
演
も
し
た
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
梅
元
寺

周
辺
の
他
の
伝
承
に
つ
い
て
も
調

査
し
て
み
た
い
と
考
え
る
。
こ
れ

か
ら
も
、
私
た
ち
が
調
査
・
研
究

し
た
伝
承
を
、
小
中
高
生
や
地
元

の
人
に
分
か
り
や
す
く
面
白
く
伝

え
て
い
こ
う
と
思
う
。

７
面
か
ら 

第
18
回「
地
域
の
伝
承
文
化
に
学
ぶ
」コ
ン
テ
ス
ト

高校生向けコンテスト

問

「入賞作品集」を刊行

　第75回香川丸亀国際ハーフマラソン
大会が２月５日、香川県立丸亀競技場を
発着するコースで開催され、国学院大学
陸上競技部から４選手が出場し、積極的
な走りを見せた。
　この大会は、平坦なコースを走ること
から好記録が生まれやすく、国内外の実
力者が揃うことで知られている。
　レースは序盤から実業団選手や海外選
手を中心に高速ペースで進んだ。４選手
はレースの流れに乗り、10km通過はそ
れぞれの１万ｍ自己記録を上回るタイム
という積極的な走り。後半も各選手が粘
りを見せ、高山豪起選手（法１＝写真
左）が自己ベストを更新する１時間１分

42秒の本学歴代３位の記録となり、15
位でゴールした。青木瑠郁選手（健体１
＝同右）は初のハーフマラソンながら１
時間２分２秒（同歴代５位）の23位で
続いた。青木選手はジュニア日本歴代で
も５位となる好記録だった。嘉数純平選
手（健体１）も初挑戦ながら、１時間２
分18秒（同歴代８位）となり、１年生
トリオの活躍が光ったほか、木村文哉選
手（経営２）も１時間３分48秒と粘り
を見せた。
　優勝は世界歴代４位の記録をもつアレ
クサンダー・ムティソ選手（ＮＤソフ
ト）で59分17秒の日本国内最高記録だ
った。


